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平︵２
０
１
１
年
︶

成
23
年
４
月

市
民
活
動
ネ
�
ト
ワ
�
ク
ひ
と
サ
ポ
設
立

７
月

平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
発
生
❸

平︵２
０
１
２
年
︶

成
24
年
４
月

地
域
自
治
組
織
に
よ
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
が
ス
タ
�
ト

７
月

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
�
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
�
レ
２
０
１
２
開
催

11
月

ク
ロ
ス
テ
ン
の
地
域
商
社
化
事
業
を
開
始

Ｊ
Ｒ
飯
山
線
︵
長
岡
駅
�
十
日
町
駅
間
︶
で
Ｓ
Ｌ
運
行
❹

池
尻
大
橋
・
長
者
原
橋
の
開
通
で
国
道
２
５
３
号
松
代
道
路
が
全
線
開
通

12
月

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
政
権
交
代
（
自
由
民
主
党
政
権
復
帰
）

平︵２
０
１
３
年
︶

成
25
年
４
月

十
日
町
小
学
校
・
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
�
を

併
設
し
た
夢
の
学
校
開
設
❺

子
ど
も
医
療
費
助
成
で
通
院
費
お
よ
び
入
院
費
の
助
成
対
象
を
18
歳
ま

で
拡
大

国
保
川
西
診
療
所
内
に
休
日
一
次
救
急
診
療
セ
ン
タ
�
開
設

５
月

十
日
町
織
物
﹁
産
地
特
別
招
待
会
﹂
を
初
開
催

６
月

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が
国
か
ら
認
定

９
月

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
決
定

文
部
科
学
大
臣
に
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
�
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
�
ク

聖
火
台
デ
ザ
イ
ン
へ
の
国
宝
・
火
焔
型
土
器
採
用
要
望
書
を
提
出

11
月

市
道
の
除
雪
制
度
を
市
内
で
統
一

平︵２
０
１
４
年
︶

成
26
年
２
月

な
か
さ
と
ア
リ
�
ナ
オ
�
プ
ン

３
月

越
後
妻
有
雪
花
火
を
初
開
催

４
月

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
消
費
税
引
上
げ
（
税
率
５
％
か
ら
８
％
へ
）

Ｕ
・
Ｉ
タ
�
ン
し
た
世
帯
へ
の
補
助
制
度
﹁
定
住
促
進
助
成
事
業
﹂
開
始

８
月

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
増
田
寛
也
著
「
地
方
消
滅
ー
東
京
一
極
集
中
が

招
く
人
口
急
減
」
刊
行

平︵２
０
１
５
年
︶

成
27
年
４
月

﹁
十
日
町
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
﹂
施
行

５
月

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
﹁
信
濃
川
の
河
川
環
境
と
水
利
使
用
の
調
和
に
関
す
る
覚
書
﹂
を
締
結

６
月

十
日
町
産
業
文
化
発
信
館
﹁
い
こ
て
﹂
オ
�
プ
ン

７
月

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
�
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
�
レ
２
０
１
５
開
催

９
月

﹁
ア
�
プ
ル
と
お
か
ま
ち
﹂
オ
�
プ
ン

10
月

ハ
ピ
婚
サ
ポ
�
ト
セ
ン
タ
�
開
設

﹁
十
日
町
市
人
口
ビ
ジ
�
ン
﹂�﹁
十
日
町
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
﹂
を
策
定

11
月

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
開
催
・
市
民
憲
章
制
定

発
生
年
月

　
で
き
ご
と

平︵２
０
０
５
年
︶

成
17
年
４
月

新
・
十
日
町
市
誕
生

平︵２
０
０
６
年
︶

成
18
年
２
月

エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
開
局

４
月

千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン
タ
�
開
館
︵
賑
わ
い
空
間
事
業
の
完
了
︶

７
月

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
�
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
�
レ
２
０
０
６
開
催

平︵２
０
０
７
年
︶

成
19
年
７
月

新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生︵
16
日
午
前
10
時
13
分
・
市
内
の
最
大
震
度
５
強
︶

８
月

東
京
で
﹁
染
織
の
祭
典
十
日
町
フ
�
ア
﹂
を
初
開
催
︵
中
越
大
震
災
復
興
基
金
事
業
︶

平︵２
０
０
８
年
︶

成
20
年
６
月

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
﹁
と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
金
﹂
の
受
付
開
始

８
月

雪
国
観
光
圏
発
足

９
月

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
信
濃
川
発
電
所
宮
中
取
水
ダ
ム
で
の
不
正
取
水
発
覚

こ
の
と
き
世
界
で
は
…
世
界
規
模
の
金
融
危
機
が
発
生
（
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
）

平︵２
０
０
９
年
︶

成
21
年
２
月

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
�
競
技
場
で
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
�

競
技
会
開
催
❶

７
月

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
�
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
�
レ
２
０
０
９
開
催

９
月

市
内
全
地
域
に
高
速
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
接
続
環
境
の
整
備
が
完
了

子
ど
も
医
療
費
助
成
で
通
院
費
の
助
成
対
象
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡

大
︵
こ
の
後
�
段
階
的
に
中
学
生
ま
で
拡
大
︶

全
国
に
先
駆
け
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
政
権
交
代
（
民
主
党
政
権
誕
生
）

10
月

第
15
回
全
国
棚
田
︵
千
枚
田
︶
サ
ミ
�
ト
開
催
︵
松
代
・
松
之
山
地
域
ほ
か
︶

12
月

企
業
設
置
奨
励
条
例
に
よ
る
企
業
の
設
備
投
資
支
援
を
拡
大

平︵２
０
１
０
年
︶

成
22
年
３
月

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
信
濃
川
水
利
使
用
許
可
申
請
に
同
意

平︵２
０
１
１
年
︶

成
23
年
１
月

平
成
23
年
豪
雪
︵
以
降
３
年
連
続
の
豪
雪
と
な
る
︶

２
月

第
１
回
十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
﹁
ト
オ
コ
ン
﹂
開
催
❷

３
月

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
東
日
本
大
震
災
発
生
（
11
日
午
後
２
時
46
分
）

長
野
県
北
部
地
震
発
生
︵
12
日
午
前
３
時
59
分
・
市
内
の
最
大
震
度
６
弱
︶

４
月

消
防
署
し
ぶ
み
分
署
開
設

平
成
を
成
を
成
を

平平平
成
を

振
り
返
る

振振
り
返
る

振
り
返
る

特集
Feature ArticleFeature ArticleFeature Article

❺ ❸ ❷ ❶❹

あ
の
日

｜｜あ
の
と
き

｜

私の

平成史

ー後編ー

　
そ
れ
ぞ
れ
の
で
き
ご
と
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
当
時
を

振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

写
真
で
見
る

写
真
で
見
る

平
成 平平平

特集写
真
で
見
る

写
真
で
見
る

平
成

Play Back!

　
お
よ
そ
30
年
に
わ
た
っ
た
「
平
成
」
を
振
り
返
る
こ
の
企
画
。
前
月
号
に
引

き
続
き
、今
月
は
後
編
と
し
て
平
成
17
�
31
年
の
で
き
ご
と
を
振
り
返
り
ま
す
。

■
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
︵
☎
７
５
７
︱
３
１
１
２
︶

　不安もありましたが、協力隊としてたくさんの

人と交流し、人間的にも成長できました。退任後

は十日町に残り、春から共同で移動販売のカレー

屋「チャドカン」を始めました。「地方でもこん

なに楽しいことが

できる」という発

信になればうれし

いです。

　サポートセンターからの紹介があって、平成

29 年５月に初めて会いました。お互いの第一印

象はとても良く、それから交際が始まり、平成

30 年９月に結婚しました。１人でない、大切な

人との暮らしはや

っぱり楽しくて、

幸せを実感してい

ます。

　不安もありましたが、協力隊としてたくさんの

人と交流し、人間的にも成長できました。退任後

右：藤村真美子さん（大阪府出身・35歳）

左：大庭ひとみさん（東京都出身・28歳）

　サポートセンターからの紹介があって、平成

29 年５月に初めて会いました。お互いの第一印

左：池竹春樹さん（41歳）

右：　　佳奈子さん（30歳）

ハピ婚サポートセンター
での出会いが縁で

結婚した

清津峡地区で

地域おこし協力隊
として活動した

新・十日町市
初代市長を務めた

　まちや地域は、住民と行政が手を取

り合ってつくっていくものと思いま

す。ここ十日町市をどんなまちにした

いのか、真剣に考え、意見し、行動す

ることで、郷土愛が育まれ、それがま

た新たなまちづくりへの原動力になる

と考えています。若い人たちも積極的

に参画し、誇りとなるまちを築き上げ

ていってほしいです。

　まちや地域は、住民と行政が手を取

り合ってつくっていくものと思いま

田口直人さん（73歳）

本庁舎での開庁式「チャドカン」営業の様子

市報とおかまち　令和元年６月10日号

サポートセンターでの相談業務
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　この地域の皆さんは「共助の精神」が

ありますので、周りの人が協力をしてく

れて、自然と市民活動が始まっている印

象です。これ

ら市民活動で

生まれた活気

を、まちの賑

わいにつなげ

たいです。

平︵２
０
１
６
年
︶

成
28
年
１
月

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の﹁
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
�
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
�

ク
大
会
に
お
け
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
﹂
と
し
て
認
定

３
月

﹁
第
２
次
十
日
町
市
総
合
計
画
﹂
を
策
定

４
月

十
日
町
地
域
消
防
本
部
が
新
庁
舎
︵
四
日
町
新
田
４
︶
へ
移
転

﹃﹁
な
ん
だ
�
コ
レ
は
！
﹂
信
濃
川
流
域
の
火
焔
型
土
器
と
雪
国
の
文
化
﹄

が
日
本
遺
産
に
認
定

５
月

県
立
十
日
町
病
院
新
外
来
診
療
棟
で
の
診
療
開
始
�
同
所
に
十
日
町
地

域
救
急
ス
テ
�
シ
�
ン
開
設

６
月

市
民
交
流
セ
ン
タ
�
﹁
分
じ
ろ
う
﹂�
市
民
活
動
セ
ン
タ
�
﹁
十
じ
ろ
う
﹂
オ
�
プ
ン

マ
イ
ナ
ン
バ
�
カ
�
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

７
月

友
好
交
流
都
市
・
埼
玉
県
和
光
市
に
ク
ロ
ス
テ
ン
首
都
圏
営
業
所

﹁T

と

わ

こ

ow
a
ko

﹂
オ
�
プ
ン

８
月

塩
ノ
又
・
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
で
合
宿
を
行
�
た
日
本
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
団
が
リ
オ
デ
ジ
�
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
�
ク
で
活
躍
︵
６
階
級
で
金
４
・
銀
１
︶

９
月

リ
オ
デ
ジ
�
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
�
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
�
ク
で
ブ
ラ
ジ
ル

に
国
宝
・
火
焔
型
土
器
レ
プ
リ
カ
を
寄
贈
❻

﹁
第
７
回
国
際
ご
当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
﹂
開
催

平︵２
０
１
７
年
︶

成
29
年
４
月

小
中
一
貫
校
﹁
ま
つ
の
や
ま
学
園
﹂
開
校

８
月

清
津
川
分
水
問
題
に
つ
い
て
の
新
協
定
書
締
結

９
月

子
ど
も
お
よ
び
妊
産
婦
の
入
院
費
を
無
料
化
︵
平
成
21
年
９
月
�
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
拡
充
と
あ
わ
せ
県
内
ト
�
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援
制
度
に
︶

10
月

京
都
国
立
博
物
館
開
館
１
２
０
周
年
記
念
国
宝
展
に
国
宝
・
火
焔
型
土

器
No.
１
お
よ
び
No.
６
を
展
示

主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
・
新
屋
敷
バ
イ
パ
ス
開
通

11
月

越
後
妻
有
文
化
ホ
�
ル
・
十
日
町
市
中
央
公
民
館
﹁
段
十
ろ
う
﹂
開
館
❼

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
﹁
八
箇
峠
道
路
﹂
八
箇
Ｉ
Ｃ
�
野
田
Ｉ

Ｃ
間
開
通
❽

平︵２
０
１
８
年
︶

成
30
年
３
月

県
立
川
西
高
等
学
校
が
閉
校
し
�
川
西
高
等
特
別
支
援
学
校
開
校

４
月

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
米
制
度
改
革
で
新
た
な
需
給
調
整
制
度
が
ス
タ
ー
ト

﹁
十
日
町
き
も
の
月
間
﹂
初
開
催
︵
�
５
月
ま
で
︶

５
月

き
も
の
工
場
見
学
イ
ベ
ン
ト
﹁
�
職
人
探
訪
�
十
日
町
き
も
の

G

ご

っ

た

く

O
T

T
A

K
U

﹂
初
開
催

７
月

東
京
国
立
博
物
館
﹁
縄
文
�
１
万
年
の
美
の
鼓
動
﹂
に
国
宝
・
火
焔
型

土
器
No.
６
と
野
首
遺
跡
出
土
の
土
器
を
展
示

❻❼❽❾
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たいです。市民活動見本市めっかめっか

平︵２
０
１
８
年
︶

成
30
年
７
月

ジ
�
ポ
ニ
ス
ム
２
０
１
８
﹁
深
み
へ
﹂
展
︵
パ
リ
︶
で
国
宝
火
焔
型
・

王
冠
型
土
器
を
展
示
︵
10
月
に
は
ジ
�
ポ
ニ
ス
ム
２
０
１
８
﹁
縄
文
�

日
本
に
お
け
る
美
の
誕
生
﹂
に
国
宝
・
火
焔
型
土
器
No.
１
を
展
示
︶

大
厳
寺
高
原
キ
�
ン
プ
場
リ
ニ
�
�
ア
ル
オ
�
プ
ン
︵
株
式
会
社
ス
ノ
�
ピ
�
ク
監
修
︶

清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
リ
ニ
�
�
ア
ル
グ
ラ
ン
ド
オ
�
プ
ン
︵
こ
の
年

入
坑
者
数
過
去
最
高
と
な
る

：

18
万
２
千
７
９
２
人
︶
❾

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
�
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
�
レ
２
０
１
８
開
催

９
月

﹁
十
日
町
市
み
ん
な
の
心
を
つ
な
ぐ
手
話
言
語
条
例
﹂
が
公
布
・
施
行

11
月

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
と
の
事
前
キ
�
ン
プ
実
施
に
関
す
る
協
定
締
結

12
月

主
要
地
方
道
十
日
町
当
間
塩
沢
線
当
間
ト
ン
ネ
ル
・
新
野
中
橋
開
通

平︵２
０
１
９
年
︶

成
31
年
３
月

新
・
十
日
町
浄
水
場
が
通
水
開
始

４
月

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
﹁
十
日
町
道
路
﹂
が
事
業
化

令︵２
０
１
９
年
︶

和
元
年
５
月

こ
の
と
き
国
内
で
は
…
令
和
に
改
元
さ
れ
新
し
い
時
代
が
ス
タ
ー
ト

　この縁は、これからも長く続くものに

したいですね。何より、子どもたちに夢

を与える交流であってほしい。“人と人を

つないで未来

へ残す”まさ

にこれが、レ

ガシーづくり

なのではない

でしょうか。

　「大地の芸術祭」は、地域の魅力や価値を私たちに再

発見させてくれたほか、市内にいてもそれまで知り合え

なかった人との交流も生んでくれました。こへび隊ほか、

たくさんの人の協力で今の

成功があると思います。そ

んな人たちのためにも、地

域づくりの先進事例として

さらなる進化を期待してい

ます。

　この縁は、これからも長く続くものに　この縁は、これからも長く続くものに

したいですね。何より、子どもたちに夢

若山　裕さん（市サッカー協会理事長・63歳）

　「大地の芸術祭」は、地域の魅力や価値を私たちに再　「大地の芸術祭」は、地域の魅力や価値を私たちに再

発見させてくれたほか、市内にいてもそれまで知り合え

樋口道子さん（72歳）

　この地域の皆さんは「共助の精神」が　この地域の皆さんは「共助の精神」が

ありますので、周りの人が協力をしてく

韮澤　篤さん（コーディネーター・43歳）

さらなる進化を期待してい

ます。

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ 2018

案内所での活動でしょうか。協定締結式

NPO法人市民活動

ネットワークひと

サポでサポで市民活動
を応援する

こへび隊・地元サポーターとして

「大地の芸術祭」を支えている
クロアチアホスト
タウン推進事業
プロジェクトチーム

副委員長を務める

新
し
い
時
代
を

迎
え
て

十日町市長

関口　 史

新
・
十
日
町
市
が
誕
生
し
た
「
平
成
」

が
終
わ
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
。
平
成
を
振
り
返
る
と
、バ
ブ
ル
崩
壊
・

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
経
済
危
機
や

少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
特
に
地
方
に

と
っ
て
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
市
で
は
、

織
物
産
業
が
縮
小
す
る
一
方
で
、
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
や
ほ
く
ほ
く
線
開
通
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、
さ
ら
に
大

地
の
芸
術
祭
の
開
催
や
火
焔
型
土
器
な
ど

の
国
宝
指
定
、
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
と
の

交
流
な
ど
、
当
市
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
国
内

外
へ
大
い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
「
令
和
」
と
い
う
元
号
の
典
拠

は
、
国
書
で
あ
り
、
日
本
文
化
を
代
表
す

そ
し
て
、
私
は
、「
令
和
」
が
地
方
に

と
っ
て
も
明
る
い
時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
長
年
の

悲
願
で
あ
っ
た
県
立
十
日
町
看
護
専
門
学

校
や
児
童
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
新
博
物
館

を
オ
ー
プ
ン
で
き
る
こ
と
は
、
当
市
に
新

た
な
活
力
と
人
の
流
れ
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い

時
代
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
切
り
拓
い
て

い
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す

し
、
挑
戦
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
共
に
進
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、「
選
ば
れ
て
　
住
み
継
が

れ
る
ま
ち
　
と
お
か
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

る
最
古
の
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
で
す
。
当

市
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
文
化
の
源
流
と
も

言
え
る
縄
文
文
化
、
雪
国
の
生
活
や
き
も

の
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文
化
を
積
極
的
に

発
信
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
み

に
よ
り
、
国
宝
・
火
焔
型
土
器
と
大
地
の

芸
術
祭
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
清
津
峡
渓
谷

ト
ン
ネ
ル
と
い
う
当
市
の
宝
が
誕
生
し
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
日
本
文
化
を

世
界
に
発
信
す
る
国
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
日

本
博
」
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も
誇
ら
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。
新
元
号
に
込
め
ら
れ
た
、

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、

文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
を

持
つ
新
し
い
時
代
に
、
期
待
を
し
て
お
り

ま
す
。

❾❾

平︵２
０
１
８
年
︶

平︵２
０
１
９
年
︶

令︵２
０
１
９
年
︶

マ・ヤンソン/ MADアーキテクツ「T
ト ン ネ ル

unnel o
オブ

f L
ラ イ ト

ight」
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ハタチときものでまちを彩る
● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課☎757-5011・観光交流課☎757-3100

令和元年度成人式・きものまつり

大
学
に
入
っ
て
か
ら
の
２
年
間

は
特
に
充
実
し
て
お
り
、
そ
の

日
々
は
私
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
で
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初
は
軽

い
気
持
ち
で
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
し
続
け
る
に
つ
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
１
つ
に
、
不
登
校
の

小
中
学
生
と
１
泊
２
日
を
と
も
に

過
ご
す
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

茂
しげ

野
の

 舞
ま

依
い

 さん（新座出身）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
初
め
て
の
気
づ
き
が
あ
っ
た

り
、
多
様
な
考
え
方
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
た
り
、
ま
た
人
と
つ
な

が
る
こ
と
の
素
晴
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
は
、
自
分
自
身
が
社
会

を
支
え
て
い
く
一
員
に
な
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

私
を
育
て
て
く
れ
た
地
域
に
恩
返

し
の
気
持
ち
を
持
ち
、
経
験
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
こ
の

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
春
で
社
会
人
３
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
四
季
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
人
の
温

か
さ
に
魅
力
を
感
じ
、
地
元
・
十

日
町
で
の
就
職
を
選
び
ま
し
た
。

仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
ま
し
た
。
人

生
は
十
人
十
色
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
む
人
と
ふ

れ
あ
い
、
上
司
や
周
囲
の
人
に
も

支
え
ら
れ
、
楽
し
く
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

十
日
町
に
は
本
当
に
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
あ
り
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
人
が
こ
の
地
に
住
み
続
け
て

く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
地
元
に
い
る
私
た

ち
が
十
日
町
を
守
り
続
け
、
よ
り

多
く
の
人
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
地
元
を
離
れ
た
友

人
や
同
年
代
の
若
者
が
ふ
る
さ
と

に
帰
っ
て
き
た
い
と
思
う
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、
人
脈
や
交
流
が

広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
、
ま
た
真

実
を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
明
る
い

未
来
へ
向
け
て
日
々
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

新
し
い
時
代
を
生
き
る
キ
ミ
た
ち
へ

成
人
お
め
で
と
う

　
５
月
３
日
︵
憲
法
記
念
日
︶、

越
後
妻
有
文
化
ホ
�
ル
「
段
十

ろ
う
」
で
成
人
式
が
、
中
心
市

街
地
で
は
き
も
の
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
、

４
・
５
月
は
き
も
の
の
ま
ち
十

日
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
十

日
町
き
も
の
月
間
」
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
そ
の
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
新
成
人
︵
平
成
10

年
４
月
２
日
�
平
成
11
年
４
月

１
日
生
ま
れ
︶は
５
１
８
人
で
、

う
ち
４
５
１
人
が
成
人
式
に
出

席
。
関
口
市
長
と
来
賓
の
皆
さ

ん
か
ら
お
祝
い
と
激
励
が
送
ら

れ
、代
表
２
人
が
抱
負
を
述
べ
、

人
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
き
も
の
ま
つ
り
で
は
、
歩
行

者
天
国
と
な
っ
た
中
心
市
街
地

が
き
も
の
を
着
た
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
10
連

休
と
い
う
長
期
の
休
み
と
好
天

に
恵
ま
れ
、
３
万
２
千
人
の
来

訪
者
で
ま
ち
は
き
も
の
一
色
と

な
り
ま
し
た
。

私
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

十
日
町
に
住
み
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う

た
く
さ
ん
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

岡
おかむら

村 海
まりん

 さん（上山出身）

と
な
り
ま
し
た
。
四
季
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
人
の
温

か
さ
に
魅
力
を
感
じ
、
地
元
・
十

日
町
で
の
就
職
を
選
び
ま
し
た
。

さ
ん
の
人
と
出
会
い
ま
し
た
。
人

生
は
十
人
十
色
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
む
人
と
ふ

れ
あ
い
、
上
司
や
周
囲
の
人
に
も

支
え
ら
れ
、
楽
し
く
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

の
魅
力
が
あ
り
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
人
が
こ
の
地
に
住
み
続
け
て

く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

～新成人代表の抱負～
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指定避難所　（旧屋内避難所）指定避難所　（旧屋内避難所）指定避難所　（旧屋内避難所）

指定緊急避難場所　（旧屋外避難所）指定緊急避難場所　（旧屋外避難所）指定緊急避難場所　（旧屋外避難所）

緊急的な避難が必要・ 避難勧告などが発令された緊急的な避難が必要・緊急的な避難が必要・ 避難勧告などが発令された避難勧告などが発令された

「地区緊急避難場
所」、「地区避難所」
がない町内や地区
は「指定緊急避難
場所へ」

市指定避難所の変更

いざというときに備え、避難ルートなどを確認しましょう
● ● ● ● ●問合せ：防災安全課防災安全係☎757-3197

　
市
は
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
建
物
や
廃
校
、
電
気
・
水
道
な
ど
が
十
分
で

な
い
施
設
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
基
本
法
に
則
り
、

６
月
15
日
か
ら
市
の
指
定
避
難
所
を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、屋
外
避
難
所
を「
指

定
緊
急
避
難
場
所
」
に
、
屋
内
避
難
所
を
「
指
定
避
難
所
」
と
名
称
を
変
更
し

ま
す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
意
識
を
持
ち
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
避

難
先
や
避
難
ル
�
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次のページに の一覧があります
指定緊急避難場所

指定避難所

災害発生～避難のフロー図（一例）

災害発生
または

発生のおそれ

「地区緊急避難場所」および「地区避難所」

町内会などで決めた自主的に集合する場所や施設

で、一時的に避難するところ（設けているかどう

かは、それぞれの町内会や自主防災組織に確認）

●身の回りの状況と安全の確認

●自宅の被災確認

●身の回りの状況と安全の確認

●自宅の被災確認

自宅居住可

自
宅
居
住
可

自宅

自宅居住不可

自宅居住不可

駐車場やグラウンドなど、災害から命

を守るために緊急的に避難するところ

学校・体育館など、災害の危険がな

くなるまで一時的に滞在し、または

災害により自宅へ戻れなくなった被

災者などが一定期間滞在する施設

自宅居住可

　市では起業を目指す人をサポートする支援策を設けています。ぜひ活用してください。

各種創業支援の紹介

起業を目指すあなたを応援します
● ● ● ● ●問合せ：産業政策課商工振興係☎757-3139

・マーケティングを通じた対象
顧客や価格を設定する具体的
な手法を学ぶことができた

・資金計画や売上計画など実践
的な計画の立て方を学ぶこと
ができた

・チラシやSNSなど広告宣伝の
種類と使い方について詳しく
知ることができた

【実践編】

・創業を考えているほかの人たちの意見や考
え方が参考になり、とても刺激になった

・考えや思いを具体的にすることで、自分に
足りない点などが明確になった

【入門編】

・講師の先生の話の内容が受講者目線
でわかりやすく、親近感を持つこと
ができた　　　　　　【女性向け編】

　早めに問い合わせてください（要予約）　早めに問い合わせてください（要予約）

セミナーなど

項　目 日時・会場 概　要 募集時期

 創業塾～入門編～
日６月29日㈯
　午後１時30分～４時30分
会段十ろう  

起業に欠かせない準備と
「いろは」を学ぶことがで
きます。

６月26日㈬まで

創業塾～女性向け編～ 
日７月20日㈯
　午後１時30分～４時30分
会段十ろう

自分で仕事を始めたい女性
に向けた内容です。子ど
もを連れての参加も可能な

「語り場」です。

６月から

創業塾～実践編①～
日８月31日㈯
　午前10時～午後５時
会段十ろう

本気で起業を考える人への
２回構成のセミナーです。
事業計画の作成から、販売・
資金計画まで幅広く学ぶこ
とができます。起業に興味
のある人も大歓迎です。

７月から

創業塾～実践編②～
日９月７日㈯
　午前10時～午後５時
会分じろう

定期創業相談
日月１回
会市役所（本庁舎）

専門家（中小企業診断士）
が１対１で起業の準備から
その後の経営相談までサ
ポートします。

随時募集

創業

支援の一例

項　目（一例） 概　　　　要

未来を拓く
創業応援事業補助金　

市内での創業時に活用可能な補助金があります（予算の範囲内で交付・
最大300万円）。

ふるさと起業家
支援プロジェクトの活用

ふるさと納税を活用した、クラウドファンディングによる資金調達が可
能になります。

登録免許税の軽減 株式会社、合同会社設立時に納付する登録免許税が半額になります。

信用保証制度の活用
無担保・第三者保証人なしの創業関連保証について、６か月前からの申
し込みが可能になります（通常は１か月前から）。

　国から認定を受けた市の創業支援事業計画に基づくものであるため、活用には条件があります。早めに

問い合わせてください。

創業

声参加者の

※避難勧告などは、防災行政無線、エフエム

防災ラジオ、あんしんメールなどで伝達

このフロー図はあくま

で一例です。災害の種

別や発生する時期な

ど、そのときの状況に

合わせて最適な避難ル

ートや避難所を選定し

てください。
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地域 施設名称 避難予定町内

十
日
町

県立十日町高等学校グラウンド
本町１上・下・東１・西１、本町２、袋町東・中・西、十日町栄町、寿町４、高田町１・２、

昭和町１、七軒町、泉町

児童センター駐車場（※１） 宮下町東・西、諏訪町、神明町、学校町１・２

ラポート十日町駐車場
本町３、昭和町２～４、西寺町、加賀糸屋町、関口樋口町、駅通り、西浦町東・西、稲荷

町１・２・３東

サンクロス十日町駐車場 本町４・５、水野町、若宮町、田中町東・西、田中町本通り

キナーレ駐車場 本町６の１・６の２・６の３、川原町、上川町

十日町中学校グラウンド 田川町１～３、江道、猿倉、新座１・２、本町７- ２

ほくほく線美佐島駅駐車場 津池、菅沼、大池、十日町赤倉

西小学校グラウンド
高田町３・３西・３南、丸山町、稲荷町３本・３南・３北・４・西、西本町１～３、千代

田町、八幡田町、下川原町、住吉町

中
条

東小学校グラウンド
新座３・４−１・４−２、三和町、四日町新田１～４、南新田町１～３、四日町中原、五

軒新田

職業訓練校 本町７-1

中条中学校グラウンド 太子堂、塚田、中条八幡、上原、上原新町、中条上町、旭ヶ丘

中条小学校グラウンド 中町、背戸、下町、中条島、中条峠、梅沢、中条新田、北原、市之沢

中条公民館駐車場 中条旭町

飛渡第一小学校グラウンド
嘉勝、轟木、焼野、魚之田川、新水、宇田ヶ沢、中条菅沼、山新田、東枯木又、西枯木又、

蕨平、三ツ山、上田原、池谷

大井田コミュニティセンターグラウンド 四日町１～４、尾崎

川
治
・
六
箇

県立十日町総合高等学校グラウンド 高山２～４、錦町１・２、美雪町１～３、桜木町、春日町１～３、高田町４～６

川治小学校グラウンド

川治上町１・２、川治中町、川治内後１・２、川治下町１～３、妻有町東１、妻有町西１・

２、山本１～５、千歳町１～３、寿町１～３、河内町、関根１・２、浅之平、笹之沢、落

之水、池之平、孕石、長里、椌木、中村、六箇山谷、麻畑、田麦、二ツ屋、船坂、塩ノ又

南中学校グラウンド 谷内丑１・２、北新田１～３、城之古１～３・東町、塚原町

吉
田

吉田小学校グラウンド 稲葉、吉田山谷

吉田中学校グラウンド 小泉１～３、樽沢、中平、名ヶ山

鐙島小学校グラウンド 北鐙坂１～３、南鐙坂、高島１・２、鉢１・２、中手

下
条

上新田自治会館駐車場 上新田１～４

下条中学校グラウンド 山際、原、岩野、下条中央通り、野田、蟹沢、為永、下条本町、山根

利雪親雪総合センター駐車場 廿日城、下条栄町、桑原

下条小学校グラウンド 貝ノ川、新保、水口、下条下山、新光寺、仙之山、平、漉野、二子、願入、塩野

水
沢

馬場小学校グラウンド 水沢１～３、馬場１～４、大石、中在家、水沢市之沢、珠川

水沢中学校グラウンド 太田島１～３、土市１・２・５、姿１・２、安養寺、幸町

水沢小学校グラウンド
土市３・４、新宮１・２、大黒沢１～３・東、小黒沢、天池、細尾、池ノ尻、漆島、池沢、

野中、鍬柄沢、当間、南雲

伊達公園および駐車場 伊達１～４

川
西

千手中央コミュニティセンター駐車場 中島町、山野田、発電所通西、四郎兼、東善寺、千手上町、中央町、田中町

千手保育園広場 発電所通東、南台、千手栄町、朝日町　

千手小学校グラウンド 神社町、学校町、中屋敷、寺尾、美咲町、木島、沖立

川西中学校グラウンド 伊友、高原田、坪山、霜条、鶴吉、みのり団地

上野小学校グラウンド 上野、元町、新町新田、下平新田、三領、小根岸

橘小学校グラウンド 木落、寺ヶ崎、塩辛、仁田、野口、四十歩、原田、根深、下原

仙田体験交流館駐車場 中仙田、室島、小脇、高倉、田戸、赤谷、岩瀬、大白倉、小白倉

中
里

田沢小学校グラウンド 芋沢、田沢本村、東田沢、如来寺、豊里、桂、上山、田中、小原、干溝、山崎

中里中学校グラウンド 荒屋、桔梗原、通り山、芋川新田、高道山、朴木沢、宮沢、市之越、鷹羽、白羽毛、程島

旧清津峡小学校グラウンド 東田尻、角間、葎沢、土倉、倉下、小出、西方、西田尻

旧倉俣小学校グラウンド 芋川、倉俣、原町、新里、重地、清田山、中里下山、田代

貝野小学校グラウンド 新屋敷、本屋敷、堀之内、宮中

松
代

松代中学校グラウンド 松代１、千年、青葉、池尻

松代小学校グラウンド 松代２・３

下町地区多目的広場 松代４

県立松代高等学校グラウンド 松代５、小荒戸、太平、菅刈、松代田沢、犬伏、孟地、片桐山、滝沢、中子、苧島

松代総合体育館グラウンド
小屋丸、池之畑、松代下山、松代東山、海老、会沢、清水、桐山、蓬平、田野倉、仙納、莇平、

寺田、名平、蒲生、儀明

旧奴奈川小学校グラウンド 福島、奈良立、室野１・２、竹所、星峠、木和田原

松
之
山

小中一貫校まつのやま学園 

松之山小・中学校グラウンド

松之山、兎口、光間、新山、下川手、上川手、湯山、黒倉、藤原、曽根、新田、上之山、

湯之島、中立山、田麦立、月池、坂中、豊田、北浦田、西之前

松之山グラウンド
水梨、小谷、大荒戸、湯本、天水越、天水島、藤倉、中尾、東川、上鰕池、下鰕池、五十

子平、坪野、松之山赤倉、松之山東山

地域 施設名称 避難予定町内

十
日
町

県立十日町高等学校
本町１上・下・東１・西１、本町２、袋町東・中・西、十日町栄町、寿町４、高田町１・２、

昭和町１、七軒町、泉町

児童センター（※２） 宮下町東・西、諏訪町、神明町、学校町１・２

ラポート十日町
本町３、昭和町２～４、西寺町、加賀糸屋町、関口樋口町、駅通り、西浦町東・西、稲荷

町１・２・３東

サンクロス十日町 本町４・５、水野町、若宮町、田中町東・西・本通り

道の駅クロス10十日町 本町６の１・６の２・６の３、川原町、上川町

十日町中学校 田川町１～３、江道、猿倉、津池、菅沼、大池、十日町赤倉、新座第１・第２、本町７- ２

西小学校
高田町３・３西・３南、丸山町、稲荷町３本通り・３南・３北・４・西、西本町１～３、

千代田町、八幡田町、下川原町、住吉町

中
条

東小学校
新座３・４−１・４−２、三和町、四日町新田１～４、南新田町１～３、四日町中原、五

軒新田

職業訓練校 本町７- １

中条中学校 太子堂、塚田、中条八幡、上原、上原新町、中条上町、旭ヶ丘

中条小学校 中町、背戸、下町、中条島、中条峠、梅沢、中条新田、北原、市之沢

中条公民館 中条旭町

飛渡第一小学校
嘉勝、轟木、焼野、魚之田川、新水、宇田ヶ沢、中条菅沼、山新田、東枯木又、西枯木又、

蕨平、三ツ山、上田原、池谷

大井田コミュニティセンター 四日町１～３

大井田保育園 四日町４、尾崎

川
治
・
六
箇

県立十日町総合高等学校 高山２～４、錦町１・２、美雪町１～３、桜木町、春日町１～３、高田町４～６

川治小学校

川治上町１・２、川治中町、川治内後１・２、川治下町１～３、妻有町東１、妻有町西１・２、

山本町１～５、千歳町１～３、寿町１～３、河内町、関根1・２、浅之平、笹之沢、落之水、

池之平、孕石、長里、椌木、中村、六箇山谷、麻畑、田麦、二ツ屋、船坂、塩ノ又

南中学校 谷内丑１・２、北新田１～３、城之古１～３・東町、塚原町

吉
田

吉田小学校 稲葉、吉田山谷

吉田中学校 小泉１～３、樽沢、中平、名ケ山

鐙島小学校 北鐙坂１～３、南鐙坂、高島１・２、鉢１・２、中手

下
条

上新田自治会館 上新田１～４

下条中学校 山際、原、岩野、下条中央通り、野田、蟹沢、為永、下条本町、山根

利雪親雪総合センター 廿日城、下条栄町、桑原

下条小学校 貝ノ川、新保、水口、下条下山、新光寺、仙之山、平、漉野、二子、願入、塩野

水
沢

馬場小学校 水沢１～３、馬場１～４、大石、中在家、水沢市ノ沢、珠川

水沢中学校 太田島１～３、土市１・２・５、姿１・２、安養寺、幸町

水沢小学校
土市３・４、新宮１・２、大黒沢１～３・東、小黒沢、天池、細尾、池ノ尻、漆島、池沢、

野中、鍬柄沢、当間、南雲

伊達公会堂 伊達１～４

川
西

千手中央コミュニティセンター 中島町、山野田、発電所通西、四郎兼、東善寺、千手上町、中央町、田中町

千手保育園 発電所通東、南台、千手栄町、朝日町

千手小学校 神社町、学校町、中屋敷、寺尾、美咲町、木島、沖立

川西中学校 伊友、高原田、坪山、霜条、鶴吉、みのり団地

上野小学校 上野、元町、新町新田、下平新田、三領、小根岸

橘小学校 木落、寺ヶ崎、塩辛、仁田、野口、四十歩、原田、根深、下原

仙田体験交流館 中仙田、室島、小脇、高倉、田戸、赤谷、岩瀬、大白倉、小白倉

中
里

中里体育館 芋沢、田沢本村、東田沢、如来寺、豊里、桂、上山、田中、小原、干溝、山崎

中里中学校 荒屋、桔梗原、通り山、芋川新田、高道山、朴木沢、宮沢、市之越、鷹羽、白羽毛、程島

旧清津峡小学校(清津倉庫美術館) 東田尻、角間、葎沢、土倉、倉下、小出、西方、西田尻

旧倉俣小学校 芋川、倉俣、原町、新里、重地、清田山、中里下山、田代

貝野小学校 新屋敷、本屋敷、堀之内、宮中

松
代

松代中学校 松代１、千年、青葉、池尻

松代小学校 松代２・３

松代活性化センター 松代４

県立松代高等学校 松代５、小荒戸、太平、菅刈、松代田沢、犬伏、孟地、片桐山、滝沢、中子、苧島

松代総合体育館
小屋丸、池之畑、松代下山、松代東山、海老、会沢、清水、桐山、蓬平、田野倉、仙納、莇平、

寺田、名平、蒲生、儀明

旧奴奈川小学校(奴奈川キャンパス) 福島、奈良立、室野１・２、竹所、星峠、木和田原

松
之
山

小中一貫校まつのやま学園 

松之山小・中学校

松之山、兎口、光間、新山、下川手、上川手、湯山、黒倉、藤原、曽根、新田、上之山、

湯之島、中立山、田麦立、月池、坂中、豊田、北浦田、西之前

松之山体育館
水梨、小谷、大荒戸、湯本、天水越、天水島、藤倉、中尾、東川、上鰕池、下鰕池、五十

子平、坪野、松之山赤倉、松之山東山

指定緊急避難場所一覧（49箇所）指定避難所一覧（49箇所） （※１）完成するまでは、十日町小学校グラウンド・県立十

日町高等学校グラウンド・ラポート十日町駐車場へ

避難してください

（※２）完成するまでは、十日町小学校・県立十日町高等学校・ラポート

十日町へ避難してください
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　令和元年６月10日号13

学校給食に地場産食材を積極的に活用し、とおかまちメニューの日

や食生活改善推進員（ヘルスメイト）による郷土料理講習などを実

施し、地産地消の推進を図ります。

地産地消の推進

農産物
直売所学校給食

　食に関する正しい知識

を持ち、望ましい食生活

を実践し、健康づくりに

取り組みます。

1食を通じて健康な

身体をつくる11
2

食への感謝の気持ちや

食生活習慣の改善を実践

し、豊かな心を育てます。

食を通じて豊かな

心を育む

4
地場農産物の利用を促

進し、食の安全・安心に

取り組みます。

地産地消の促進と

資源を循環する

3
　家庭料理や郷土料理の

大切さを理解し、伝承す

るために取り組みます。

地域の食文化を

理解し継承する

5
　情報発信により、食へ

の理解や関心を深め、地

域の交流につながるよう

取り組みます。

食についての情報を

発信し交流を深める

第３次十日町市食育推進計画を策定

食で育むこころとからだ
● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課母子保健係☎757-9759

　食育とは、さまざまな経験を通じ、「食」に関する知識とそれを選択する力を身につけ「健康な食生活

を送ることができる人」を育てることです。市は今年の３月に「第３次食育推進計画」（計画期間：令和

元年度～５年度）を策定しました。計画の内容と食育の取組みについてお伝えします。

■食を通じて、健全な心と身体をつくり、豊かな人間性を育む

■食を通じて、人と人のつながりを大切にし、家庭や地域の和（輪）を広げる
基本理念

５つの基本方針

目標

基本理念と基本方針をもとに、市が今後特に力を入れ

て取り組んでいく内容を紹介します。

考えよう・進めよう
「食育」のこと

以下に示す３つの割合を増やします。

朝食を

毎日食べる人

90.1％

92.0％

栄養バランスに

気を付けている人

79.8％

83.0％

平成30年度

令和５年度

食育への

関心がある人

68.8％

90.0％

　毎年６月は食育月間、毎月19日は食育の

日です。食育の基本は家庭であり、食を通じ

て家族同士が日々成長していくことが必要で

す。食育月間を通して、今までの食事や食習

慣を振り返り、見直してみましょう。

食生活改善推進員
（ヘルスメイト）の皆さん

子どものころからの正しい食生活の普及、子育て世代への食生活

改善の普及、および郷土料理の次世代への継承を図ります。実践による食生活改善

食育教室親子
料理教室

住民健診会場に食生活改善コーナーを設置し、栄養バランスの普

及・啓発を行います。減塩メニューの提供や保護者向け試食会、

健康教育を開催し、味覚が形成される幼少期から子どもたちの減

塩につながる取組みを推進します。

生活習慣病予防の
知識啓発

離乳食
教室

食生活改善
コーナー
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up
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Pick
Up

暮らしを豊かにする中山間地域を守りましょう
● ● ● ● ●問合せ：農林課農地整備係☎757-9926

中山間地域等直接支払制度の実施状況

　
中
山
間
地
域
で
は
、
耕
作
放

棄
を
防
止
し
、
継
続
的
な
農
業

生
産
活
動
な
ど
を
通
じ
て
農
地

の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
」
に
よ
り
集
落
や
農
業

者
に
交
付
金
が
直
接
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
取
組
期
間
は
１
期

５
か
年
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

26
年
度
で
第
３
期
事
業
が
終
了

し
、
27
年
度
か
ら
第
４
期
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地域名
協定

参加者数
（人）

急傾斜対象
面積

Ａ（㎡）

緩傾斜対象
面積

Ｂ（㎡）

小区画・不整形
対象面積
Ｃ（㎡）

対象面積合計
Ａ＋Ｂ＋Ｃ（㎡）

交付金額計
（円） 共同取組活動費

使用分　　（円）
十日町 1,214 7,382,635 2,715,542 5,656 10,103,833 179,151,639 89,463,650
川　西 247 1,714,738 526,492 0 2,241,230 39,697,590 18,775,263
中　里 370 2,883,437 1,368,163 34,153 4,285,753 72,911,486 32,075,192
松　代 478 3,622,388 652,699 0 4,275,087 76,289,300 33,931,846
松之山 465  4,401,425 624,688 0 5,026,113 96,160,951 47,280,102

合　計 2,774 20,004,623 5,887,584 39,809 25,932,016 464,210,966 221,526,053

平成30年度　中山間地域等直接支払交付金実施状況　地域別面積内訳表

農道の草刈り（湯山集落協定） 景観作物の作付け（下条上組集落協定）

取組み
の

事例

地　域　名 十日町 川西 中里 松代 松之山 合計
集落協定数 38 4 14 18 19 93

農
業
生
産
活
動
の
実
施
状
況

農地に関す
る事項

①協定内農地は、耕作放棄もなく適正に管理されていた 38 4 14 18 19 93
②農地法面の定期点検を実施 38 4 14 18 19 93

用水路・農
道等の管理

①水路は、協定参加者の協力を得て清掃および草刈りを実施 38 4 14 18 19 93
②農道は、定期的に簡易補修、および草刈りを実施 38 4 14 18 19 93

多面的機能
を増進する
活動

①農地と一体となった周辺林地の下草刈りを行う 15 2 13 9 9 48
②土壌流亡に配慮した営農 0 0 0 0 0 0
③棚田オーナー制度 0 0 0 1 2 3
④市民農園などの開設・運営 0 0 0 0 0 0
⑤体験民宿の実施（グリーンツーリズム） 2 0 0 3 0 5
⑥景観作物の作付け 23 1 0 7 6 37
⑦魚類・昆虫類の保護（ビオトープ） 0 0 1 2 2 5
⑧冬期の湛水化、鳥類の餌場の確保 0 0 0 0 0 0
⑨粗放的畜産 0 0 0 0 0 0
⑩堆きゅうひ施肥 0 1 0 0 0 1
⑪拮抗作物の利用 0 0 0 0 0 0
⑫合鴨・鯉の利用 0 0 0 1 0 1
⑬輪作の徹底 0 0 0 0 0 0
⑭緑肥作物の作付け 0 0 0 0 0 0
⑮そのほか活動 0 0 0 0 0 0

体
制
整
備
の
実
施
状
況

Ａ要件

①機械・農作業の共同化 0 0 0 0 0 0
②高付加価値型農業の実践 0 0 0 0 0 0
③農業生産条件の強化 0 0 0 0 0 0
④担い手への農地集積 0 0 0 0 0 0
⑤担い手への農作業の委託 0 0 0 0 0 0

Ｂ要件
①新規就農者などによる農業生産 0 0 0 1 0 1
②地場産農産物などの加工・販売 0 0 0 0 0 0
③消費・出資の呼び込み 0 0 0 0 0 0

Ｃ要件
協定農用地において農業生産活動などの継続が困難な農用
地が発生したときの支援体制の位置付け

36 3 13 5 15 72

平成30年度　集落協定の実施状況

地籍調査事業

下島地区の土地の表示を変更します
● ● ● ● ●問合せ：都市計画課地籍調査係☎757-3342

　地籍調査事業実施に伴い土地の表示を下図のとおり変更します。変更時期はまだ先となりますが、あら

かじめお知らせします。

①令和２年11月以降（予定）

　高田町六丁目・上島・下島・稲荷町三丁目本通り・西本町二丁目・

　西本町三丁目の各一部

②令和３年11月以降（予定）

　高田町六丁目・上島・下島の各一部、内島の全部

土地の
表示変更の時期

県立十日町高校

主要地方道
十日町川西線

十日町駅

市役所南中学校

県立
十日町病院

キナーレ

中
沢
川

田
川

下水処理
センター

市道高山太子堂線

消防署

妻有大橋

一般県道十日町千手線

信濃川

信濃川運動公園

十日町橋

川治川 国道253号

県立
十日町総合高校

エコクリーン
センター

西小学校
博物館

総合体育館

情報館

高田町六丁目

稲荷町三丁目本通り上島

内島

下島

西本町三丁目

西本町二丁目

県立十日町高校

主要地方道
十日町川西線

十日町駅

市役所南中学校

県立
十日町病院

キナーレ

中
沢
川

田
川

下水処理
センター

市道高山太子堂線

消防署

妻有大橋

一般県道十日町千手線

信濃川

信濃川運動公園

十日町橋

川治川 国道253号

県立
十日町総合高校

エコクリーン
センター

西小学校
博物館

総合体育館

情報館

高田町六丁目

稲荷町三丁目本通り上島

内島

下島

西本町三丁目

西本町二丁目
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協

企

力

業

今後の抱負を聞かせてください
5

た
し
の

わ

社
の

会

い
ち
お
し

ワ
ー
カ
ー

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・

　
　
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

vol.13

こ
れ
ま
で
に
感
じ
た
・
経
験
し
た
苦
労
は
？

私
が
携
わ
る
業
務
は
、
特
注
の
機
械
を
製
作
す
る
こ
と
が
多
く
、

毎
回
同
じ
や
り
方
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
機
械
が
ど
ん
な
動
き
を
す

る
の
か
、図
面
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

新
し
い
機
械
を
作
る
た
び
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

3
こ
の
仕
事
で
培
っ
た
技
術
・
や
り
が
い
は
？

設
計
し
た
機
械
が
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
よ
う
に
な
る
ま
で
、
大
変
な

こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、
仲
間
と
協
力
し
て
作
業
を
進
め
、
お

客
さ
ま
へ
無
事
に
納
品
で
き
た
と
き
に
は
、「
自
分
た
ち
の
力
で
や

り
遂
げ
た
」
と
い
う
達
成
感
と
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

4

弊
社
は
切せ

っ
さ
く削

・
研け

ん
さ
く削

・
電
気
加
工
な
ど
の
加
工
技
術
を
駆
使
し
、

多
品
種
少
量
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
自
動
機
製
造
部
に
所

属
し
、
機
械
の
設
計
・
組
立
・
電
気
配
線
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
で
の
仕
事
は
？

31

■株式会社新潟プレシジョン

問産業政策課
　商工振興係
　☎757-3139

採
用
面
接
の
と
き
に
、
弊
社
の
会
長
と
今
の
上
司
に
出
会
い
、
仕

事
に
対
す
る
熱
意
と
夢
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
も
知
ら
な

い
業
種
で
し
た
が
、
こ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
会
社
で
あ
れ
ば
、「
自

分
に
も
で
き
る
の
で
な
い
か
」、「
こ
の
世
界
に
挑
戦
し
た
い
」
と
思

い
、
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
を
始
め
た
・
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

2
　平成30年９月に「十日町市みんなの心をつな

ぐ手話言語条例」が制定されました。耳が聞こえ

づらい人にとって、手話は手指や体の動きを使っ

て視覚的に表現する“言語”です。市民が心を通

わせ、相互に人格や個性を尊重し合い、共生する

ことのできる社会を目指すために、条例は制定さ

れました。このコーナーでは、市民の皆さんに手

話を知ってもらうため、簡単にできる手話をイラ

ストを使って紹介します。

みんなの

心 つなぐを 手話
Vol.1

アイスを売りながら道ゆく

皆さんと交流

芸術祭作家Y
よ り こ

ORIKOさんに

よる「似顔絵」も大盛況！

活動の記録をたくさんの人

たちに見てもらいました

33

こへび隊通信

地元サポーター

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

Facebookあります

JISAPO こへび隊

地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌

地元サポーター

澁
しぶ

谷
や

 雅
まさひろ

裕さん

（寿町・59歳）

「きものまつり」と「成人式」で、日ごろの活動写真

を展示しました。このほかにも下条地区の作品「うぶす

なの家」で人気の、特製すももソースをかけたアイスク

リームの販売や、芸術祭の作家さんによる似顔絵コーナ

ーを出展するなどして、地元サポーターについての広報

活動を行いました。

地元サポーターのことは、地元の人や新成人の皆さん

も詳しく知らない人も多かったのですが、「インスタ映

え」を狙ったPRを行ったところ、アイスが飛ぶように

売れました。これをきっかけに芸術祭に興味を持ってく

れる人が多くいてくれて、うれしかったです。

きものまつりブース

５月３日（憲法記念日）　会場：分じろう前

きょうのサポーター

「きものまつりで芸術祭をアイス（愛す）」

おはよう

グーにした右手を顔の

横に置き、そのままひ

じを下げたあと、★の

動作を行う

こんにちは

人差し指と中指を立

て、眉間に当てたあと、

★の動作を行う

こんばんは

肩のあたりで開いた両

手を中央で交差させた

あと、★の動作を行う

ありがとう

右手の小指側で左手の

甲を軽くたたいて上に

あげる

両手の人差し指を向かい合わ

せて立て、おじぎをするよう

に折り曲げる

■問合せ＝福祉課障がい福祉係（☎757-3782）

新連載

・精密金属加工、自動機一貫製作、セラミックス・

超硬加工　

・従業員40人

・十日町市中条己1684番地1（☎752-6306）

・多品種少量の精密加工を基盤とし、自動機部品、

金型部品などの加工やカスタム自動機の一貫製

作などを手掛けています。また、社員教育にも

力を入れています

現在８年目となりましたが、まだ覚える

ことが多く、今でも毎日が勉強です。さま

ざまな経験を積み、いつかは自分で設計し

た機械を作ることができたら、最高です。 高校卒業後、県外で就職。しかし、故郷で暮らし
たいという気持ちがあり、そんなとき同社を知っ
て魅力を感じ、帰郷して就職した。

涌井 航平さん（津南町・29歳）

掲載希望
　事業所を
募集します！！

今後の抱負を聞かせてください

組立を行う涌井さん

【★の動作】



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。情報がありましたら、
企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

クロアチアとの一番の交流拠点

５月13日㈪：クロアチアピッチほか

万感の思いを込めて“お疲れさま”

５月11日㈯：市民会館・旧中央公民館（学校町１）

見て・聞いて・触れて、きものの素晴らしさを知る

５月16日㈭～ 19日㈰：市内きもの関連の12工場

昨年11月、当市はクロアチア共和

国と「東京2020オリンピック・パラ

リンピック」における当市での事前キ

ャンプ実施に関する協定を締結してい

ます。この日、前大使に代わって５月

に着任した嘉治美佐子駐クロアチア日

本国大使が来市し、事前キャンプ候補

施設などの視察や関口市長への表敬訪

問などを行いました。

今年夏までに取り壊される市民会館・旧中央公民館。本格的な

解体工事が始まるのを前に、「さよなら市民会館」と銘打ったお

別れの会が行われました。当日は建物内を自由に散策することが

でき、利用した人・活動に参加した人のほか、職員として勤務し

た人なども訪れ、思い出深い施設との別れを惜しみました。

この会を主催した、中央公民館利用団体協議会長の根津修さん

（47歳・劇団吟仕込）は、「私と公民館とのお付き合いは青年学級への参加がきっかけで、かれこれ四半

世紀ほどになりました。この縁で交友関係も広がりましたし、今は劇団に所属して活動を楽しんでいます。

施設には“お疲れさま”と言いたいです」と話してくれました。

きものづくりにかける職人の技術や心意気を、工場で見学できる

イベント「～職人探訪～十日町きものG
ご っ た く

OTTAKU」が開催されま

した。きもののまち十日町の魅力を集中的に発信する、４，５月の「十

日町きもの月間」に合わせて開催され、

今年が２回目となります。この期間中

は、イベントに合わせたさまざまな取組みも行われました。

17日㈮には新潟県国際交流員６人が３つの工場を見学。きものづくりと

それに付随する日本の伝統・文化などについて学びました。参加したロシア

人国際交流員のエフィモア・エカチェリーナさんは、「きものづくりを見る

ことができ、感激しています。きものはとても美しいですね」と感想を話

してくれました。また、18日㈯には県立十日町総合高等学校の生徒４人が、

工場見学のあとにきもの姿でまち歩きを行いました。学校所有の色鮮やかな

きものを着た生徒たちは、５月のさわやかな晴れの日に、みやびなひととき

を過ごしました（表紙写真参照）。

クロアチアピッチ視察後、嘉治大使は「クロアチア共和国との一番の交流拠点となっている十日町市で、

今までの話を伺ったり施設を拝見したり、経緯を学んだうえで現地へ赴任したいと思い、本日往訪しまし

た。オリンピックやパラリンピック関係だけでなく、大地の芸術祭や雪とともにある暮らしなどは新発見

の連続で、日本大使としても貴重な時間でした」と話してくれました。

クロアチアピッチで話を聞く嘉治大使

（写真左から２人目）

旧中央公民館ギャラリーにて記念撮影

初日には多くの報道関係者の姿も

見て・聞いて・触れて、匠の技術
をたん能しました

まちなかステージ行事予定表（６月15日～７月14日）※「要申込」以外は申込不要

●分じろうまちの文化歴史コーナー H
は っ か け

AKKAKE

十日町最古の狩猟具（南谷内館跡出土品）
日８月５日㈪までの午前９時～午後５時

市民活動センター十じろう　問☎750-7771（本町３）

陶友会展示会（陶友会）
日７月13日㈯～15日㈪・㈷午前９時～午後10時

※15日は午後５時まで
会ギャラリー

会
情
報
館

他
期
間
以
降
も
通
年
で
展
示
し
て

い
ま
す

問
学
校
教
育
課
（
☎
７
５
６
―
５

０
１
１
）

講
演
会

元
東
京
電
力
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
語
る
原
発
の
実
態

日
６
月
20
日
㈭
午
後
7
時
〜
9
時

会
情
報
館

定
先
着
１
０
０
人
（
事
前
申
込
不

要
）

講
蓮
池
透
さ
ん

問
十
日
町
平
和
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
７
―
０
２
７
２
）
※
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

原
進
絵
画
展

日
６
月
21
日
㈮
〜
24
日
㈪
午
前
９

時
〜
午
後
10
時
※
24
日
は
午
後

４
時
ま
で

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
十
じ
ろ

う
」

問
原
（
☎
７
５
７
―
３
０
３
７
）

第
43
回 

近
代
名
作
読
書
講
座

〜
今
読
み
た
い
、ま
た
読
み
た
い
日
本
の
名
作
〜

日
６
月
23
日
㈰
午
後
３
時
〜
４
時

15
分

対
中
学
生
以
上

サ
ン
ク
ロ
ス
着
付
教
室

日
６
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭
・
27
日

㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
サ
ン
ク
ロ
ス

￥
千
円

定
15
人

持
着
物
一
式
※
一
部
教
材
販
売
あ

り
問
根
津（
☎
７
５
７
―
４
３
０
８
）

教
科
書
展
示
会

今
年
度
か
ら
中
学
校
で
も
始
ま

っ
た
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
を

は
じ
め
と
し
た
、
小
・
中
・
高
等

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
を

展
示
し
ま
す
。

日
６
月
14
日
㈮
〜
27
日
㈭
午
前
９

時
〜
午
後
７
時

休
24
日
㈪

定
30
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

内
安
部
公
房
の
「
砂
の
女
」

講
庭
野
三
省
さ
ん

会
・
申
・
問
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情

報
館
へ
（
☎
７
５
０
―
５
１
０

０
、
Ｆ
７
５
０
―
５
１
０
３
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い

市
内
施
設
見
学
会

日
６
月
26
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

申
・
問
き
ら
ら
会
々
長
・
坂
野
（
☎

０
２
５
―
７
８
８
―
０
７
３

１
）、
十
日
町
南
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
２

３
２
４
）

笹
だ
ん
ご
作
り
教
室

農
家
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
作

り
ま
す
。

日
６
月
30
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
（
予
定
）

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

￥
１
２
０
０
円

定
先
着
20
人

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物

〆
6
月
21
日
㈮

申
・
問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
２
０
）

市民交流センター分じろう　問☎750-7770（本町２）

十日町おもちゃ病院（市社会福祉協議会）

日６月15日㈯午前10時～午後３時（受付午後２

時まで）

会ルーム１

お茶にしょうじゃねぇ会（フォルトネット）

「我が子がひきこもったとき　家族の役割と支援」

日７月６日㈯午後１時30分～３時30分

会ルーム１・２　￥300円

とおか市（NPOひとサポ）

日７月10日㈬午前９時～午後１時

会マーケット広場

エンジェル・スマイル

日７月13日㈯午後１時30分～午後３時30分

会ルーム３



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

20市報とおかまち　令和元年６月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年６月10日号21

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

日
７
月
28
日
㈰
ま
で
の
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
※
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で

休
火
曜
日

￥
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０

０
円

他
６
月
15
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
古

川
久
さ
ん
（
元
新
潟
市
議
会
議

員
・
元
十
日
町
合
成
工
業
㈱
社

員
）
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
開
催
し
ま
す

会
・
問
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

八
箇
あ
じ
さ
い
公
園
花
ま
つ
り

日
７
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
八
箇
あ
じ
さ
い
公
園

内
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
、
子
ど
も
用
金
魚
す
く
い
、

宝
探
し
、
飲
食
屋
台
な
ど

問
八
箇
地
区
振
興
会
・
岡
村
（
☎

０
９
０
―
７
４
１
１
―
５
２
１

４
）

笹
山
縄
文
カ
レ
ッ
ジ

ち
っ
ち
ゃ
い
土
器
作
り

　
６
セ
ン
チ
く
ら
い
の
か
わ
い
い

土
器
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
７
月
15
日
㈪
・
㈷
午
前
10
時
〜

正
午

か
ら
城
下
を
一
望
で
き
ま
す
。

日
７
月
７
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

３
時

会
松
代
城
跡
公
園
※
ま
つ
だ
い
駅

か
ら
徒
歩
20
分

内
郷
土
料
理
「
い
ち
ょ
っ
ぱ
汁
」

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

他
午
前
11
時
か
ら
約
１
時
間
ご
と

に
、
ま
つ
だ
い
駅
発
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

問
松
代
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
５

９
７
―
２
２
２
０
）

第
25
回
十
日
町
市
書
道
協
会
展

日
７
月
５
日
㈮
〜
７
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
※
７
日
は
午
後

３
時
ま
で

内
書
道
協
会
員
の
作
品
展

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

問
書
道
協
会
・
滝
沢
（
☎
７
５
２

―
２
７
２
８
）

や
ま
ん
な
か
マ
ル
シ
ェ
in
と
び
た
り

　
飛
渡
地
区
に
34
店
舗
の
お
店
が

集
結
し
ま
す
。

日
７
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

会
旧
池
谷
分
校
・
飛
渡
公
民
館

内
飲
食
・
雑
貨
販
売
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

早
稲
田
松
代
塾
特
別
講
演

日
６
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

内
特
別
講
演

　
第
１
部
「
早
稲
田
大
学
の
校
外

教
育
の
歴
史
」

　
第
２
部
「
リ
ー
ダ
ー
は
如
何
に

つ
く
ら
れ
た
か
」

講
佐
藤
能よ
し
ま
る丸
さ
ん
（
早
稲
田
大
学

講
師
）

問
松
代
早
稲
田
協
力
会
・
木
戸（
☎

０
９
０
―
５
３
３
３
―
４
１
１

２
）

第
31
回
市
民
音
楽
祭

日
６
月
30
日
㈰
午
後
０
時
30
分

　
※
開
場
正
午

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

￥
前
売
り
５
０
０
円
（
当
日
７
０

０
円
）、
中
学
生
以
下
無
料

●
チ
ケ
�
ト
取
り
扱
い
＝
越
後
妻

有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」、

イ
ト
ー
楽
器

問
十
日
町
市
民
音
楽
協
会
・
村
山

（
☎
０
９
０
―
１
９
３
０
―
８

４
５
２
）

あ
じ
さ
い
＆
菖
蒲
ま
つ
り

　
松
代
城
が
開
放
さ
れ
、
天
守
閣

●入館料＝500円、小・中・高生300円
　（市内小・中学生は無料）
●参加費＝500円、小・中・高生300円
※ブナの森ようちえんは１組1,000円（入

館料込）
●集合場所・問キョロロ☎595-8311

「森の学校」キョロロ
6月16日～7月15日の里山体験プログラム

※小学３年生以下は保護者同伴

日時／テーマ

６月16日㈰・30日㈰・７月７日㈰・14日㈰・15日（月・
祝） 午後１時～２時30分／里山の生き物探検定20人

６月22日㈯ 午前４時30分～７時30分／探鳥会（無料）

６月22日㈯ 午前11時～ 23日㈰ 午後３時／冒険キャ
ンプ

６月29日㈯ 午後７時30分～８時30分／ホタル観察会

７月６日㈯ 午前10時～正午／ブナの森のようちえん

７月13日㈯ 午前８時～９時30分／こども野鳥の会探
鳥会

他
お
店
を
利
用
し
て
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
人
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
（
先
着
順
・
な
く

な
り
次
第
終
了
）

問
福
嶋
（
☎
０
９
０
―
９
９
６
６

―
４
５
９
３
）

県
立
川
西
高
等
特
別
支
援

学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
第
１
回
オ
�
プ
ン
ス
ク
�
ル
︼

日
７
月
10
日
㈬
午
前
９
時
20
分
〜

11
時
40
分
※
受
付
午
前
９
時
〜

内
学
校
説
明
・
授
業
見
学

︻
企
業
向
け
学
校
見
学
会
︼

日
７
月
11
日
㈭
午
後
１
時
15
分
〜

３
時
45
分
※
受
付
午
後
１
時
〜

内
学
校
説
明
・
授
業
見
学
・
障
が

い
者
雇
用
な
ど
に
関
す
る
説
明

︿
共
通
﹀

会
・
申
・
問
県
立
川
西
高
等
特
別

支
援
学
校
（
☎
７
６
８
―
３
３

２
５
）
※
要
事
前
申
込

没
後
40
年 

星ほ
し

襄じ
ょ
う
い
ち一

も
う
ひ
と
つ
の
挑
戦

十
日
町
発
〝
ス
ノ
リ
ア
〞
工
芸
の
行
方

　
約
60
年
前
、
十
日
町
合
成
工
業

㈱
で
作
ら
れ
た
合
成
樹
脂
製
の
工

芸
品
「
ス
ノ
リ
ア
」。
星
襄
一
は
顧

問
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
そ
の
製
作

に
携
わ
り
ま
し
た
。
ス
ノ
リ
ア
60

点
と
星
版
画
40
点
を
展
覧
し
ま
す
。

花と緑の展示会

　いけばな・

フラワーアレ

ンジメントな

ど、流派の垣

根を越え一堂

に会する圧巻

の 展 示 会 で

す。寄せ植え

作品も含め、約90作品が並びます。

日６月16日㈰・17日㈪午前10時～午後６時

会市民交流センター「分じろう」・市民活動

センター「十じろう」

問NPO法人市民活動ネットワークひとサポ

（☎761-7444）

　期間中は「きせかえ情報館カード」や「クイズ&スタンプラリー」も開催します。なお、８月２

日㈮はイベント準備のため午後３時で閉館します。

第10回 情報館まるごと体感フェア
祝20周年 情報館の成人式 ～ともに創ろう未来の情報館～

８月２日㈮
～４日㈰

　人気落語絵本の作者がやってきます。

日８月３日㈯午前10時～ 11時、午後２時30分

～３時30分（２回開催）

対幼児～大人　定各回100人※要事前申込

川端誠さん絵本ライブ
　　　～絵本とともに旅をして～

日８月２日㈮午前10時～ 11時、午後１時30分

～２時30分（映画は２回とも同じ内容）

対幼児～小学低学年　定各回90人

おはなし会＆子ども映画会

日８月４日㈰午後２時～４時30分

対小学生　￥200円

〈共通〉

会・申・問情報館（☎750-5100）

アイロンビーズでコースターを作ろう

日８月２日㈮～４日㈰午前９時30分～ 11時30

分（全３回）　

対小学４年生以上　￥500円　定10人

※要事前申込

小学生必見！プログラミング学習講座

日８月２日㈮午前10時～正午

対幼児～小学生（小学３年生以下は保護者同伴）

￥500円　定10人※要事前申込

「森の学校」キョロロ出前講座 昆虫標本づくり

　見る人も世界の子どもたちも寄席で笑顔に。

日８月４日㈰午後２時30分～４時

定90人

￥500円※６月15日㈯からチケット販売

絵本を届ける 国際協力チャリティ寄席

　真打 春風亭鹿
か

の子＆太
だい

神
かぐら

楽　鏡
かがみ

味正
せい

二
じ

郎
ろう

日８月3日㈯・4日㈰午後１時30分～２時

●出演＝３日：渡邉和幸（シンガーソングティー

チャー）「ギター弾き語り」、４日：クレッシェ

ンド「ピアノ・鍵盤ハーモニカほか」

心和ますミニコンサート

　ユーモアたっぷりの朗読＆

トークと、心に響く音楽の夕

べをお楽しみください。

日８月２日㈮午後６時～７時

30分

対小学校高学年～大人

定200人※入場整理券を６月15日㈯から配付

（１人３枚まで）

室
むろ

井
い

滋
しげる

さん・岡
おか

淳
まこと

さん

絵本ライブ＆トークショー
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22市報とおかまち　令和元年６月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年６月10日号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　令和２年４月から下記保育園に勤務する保育士などを募集します。詳細

はそれぞれ運営する福祉会・保育園へ問い合わせてください。職員募集

対
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢

者
の
み
世
帯
の
人
な
ど

●
住
所
＝
霜
条
４
７
９
―
２

●
募
集
戸
数
＝
１
人
部
屋
6
帖
Ｄ

Ｋ

：

１
室
、
２
人
部
屋
8
帖
Ｄ

Ｋ

：

１
室

￥
５
千
円
〜
５
万
２
千
円
※
収
入

に
よ
る

〆
６
月
21
日
㈮

申
・
問
川
西
支
所
市
民
課
（
☎
７

６
８
―
４
９
５
６
）

手
織
り
講
座　

講
座
生
募
集

日
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
※
全
８
回

会
㈱
い
つ
和
　
八
幡
田
営
業
所

定
６
人

申
・
問
産
業
政
策
課
商
工
振
興
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
３
９
）

※
随
時
募
集
中
・
詳
細
は
問
合
せ

なかよしランド大運動会 参加者募集

　楽しい種目が盛りだくさん。家族そろって参加しませんか。

会員以外の人の参加も大

歓迎です。

日６月30日㈰午前10時～

正午※受付午前９時50

分まで

会市総合体育館

対子どもとその家族

￥１家族500円（なかよしランド会員は無料）※当日支払い

内かけっこ、おんぶ競争、玉入れなど

持飲み物、タオル※必要に応じて内履き、着替え

〆６月21日㈮

申・問参加申込書（各公民館および各子育て支援センターに

配置、市ホームページからダウンロード）を持参または電

話で段十ろうへ（☎757-5011）

会
笹
山
縄
文
館

￥
１
０
０
円

定
10
人

〆
７
月
８
日
㈪

申
・
問
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

人
数
を
博
物
館
へ
（
☎
７
５
７

―
５
５
３
１
）

四よ

そ

じ
十
路
十
日
町
パ
ー
ト
Ⅱ

〜
レ
ベ
ル
40
に
な
っ
た
君
は
今
〜

日
８
月
14
日
㈬
午
後
４
時
※
受
付

開
始
午
後
３
時
〜

会
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

対
十
日
町
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

（
出
身
・
在
住
な
ど
）
昭
和
53

年
４
月
〜
昭
和
54
年
３
月
生
ま

れ
の
人

〆
6
月
30
日
㈰

申
・
問
四
十
路
実
行
委
員
会
・
重

野
（
☎
０
９
０
―
４
８
２
６
―

４
７
９
３
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

７
月
の
番
組
情
報
で
す
。

日
毎
週
㈰
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

内
今
夜
の
星
空
・
地
球
を
見
守
る

宇
宙
人
「
竹
取
物
語
」

問
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２

４
９
３
）

市結婚促進事業
「出会いのイベント・婚活イベント」実施団体募集

　市では、独身男女にすてきな出会いの機会を提供し、結婚

を促進するためのイベントを委託事業として実施します。出

会いの場を提供するためには、まちぐるみで「結婚促進」に

取り組むことが大切です。企業・任意団体を問わず、婚活イ

ベントの実施団体を募集します。

●対象イベント

・独身男女に出会いの機会を提供し、結婚を促進するための

イベント

・結婚を促進するために開催するセミナーや講座

●委託料上限＝１イベントあたり30万円

●実施期間＝７月～令和２年３月

〆７月１日㈪

申・問企画書、収支予算書（市ホームページからダウンロー

ド可）を企画政策課移住定住推進係へ（☎755-5137）

QRコード

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

●
募
集
人
数
＝
10
人
程
度

●
雇
用
期
間
＝
７
月
22
日
㈪
〜
８

月
18
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
※
雇
用
期
間
応
相
談

●
時
給
＝
満
19
歳
以
上

：

９
５
０

円
、
高
校
生

：

８
４
０
円

対
健
康
で
泳
げ
る
人

他
事
前
に
救
急
法
を
受
講
（
1
時

間
30
分
程
度
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

入
居
者
募
集

川
西
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
「
千
寿
さ
く
ら
荘
」

　
申
し
込
み
条
件
な
ど
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【正職員：保育士】

定11人程度

内保育業務全般、クラス担任およびその補助

●必要資格＝保育士資格（幼稚園教諭資格あれ

ば優遇）

●勤務時間＝午前８時30分～午後５時30分（早

出・遅出・土曜勤務あり）

●基本給＝月額157,200円～ 257,000円程度

【有期契約職員：保育士】

定５人程度

内保育業務全般、クラス担任補助

●必要資格＝保育士資格（幼稚園教諭資格あれ

ば優遇）

●勤務時間＝原則正職員と同様（応相談）

●基本給＝147,500円～ 177,500円程度

【パート職員：保育補助】

定５人程度

内保育補助

●必要資格＝不問（保育士資格・経験者優遇）

●勤務時間＝午前７時～午後７時の間で応相談

（土曜勤務あり）

●給与など＝時給840円～ 1,060円（通勤手当

あり、賞与・退職金なし）

【正職員：管理栄養士】

定１人

内給食業務全般、事務補助

●必要資格＝管理栄養士資格

●勤務時間＝午前８時30分～午後５時30分（土

曜勤務あり）

●基本給＝月額165,200円～ 215,000円程度

〈共通〉

●雇用期間＝令和２年４月１日から（有期契約・

パート職員は１年間※原則更新）

●有給休暇＝採用月から取得可

●待遇など＝賞与年２回（通常４か月分）、処

遇改善手当10,000円～20,000円、資格手当、

社会保険、退職金あり※パート職員除く

●選考方法＝１次試験：書類選考、２次試験：

作文・面接選考

〆６月21日㈮

申・問履歴書（希望職種を明記）を郵送また

は持参で、〒942-1527十日町市太平664-4 

松代福祉会へ（担当：総務課　柳・佐藤☎

597-2020）

千手保育園（仮称）

【正職員：保育士（保育業務経験者）】

定４人程度

内保育業務全般、クラス担任およびその補助

●必要資格＝保育士資格・幼稚園教諭免許

●雇用期間＝令和２年４月１日から

●勤務時間＝午前８時30分～午後５時30分（早

出・遅出・土曜勤務あり）

●給与など＝161,500円（＋処遇改善10,000

円）～ 201,900円（＋処遇改善10,000円）程

度（経験年数により当法人の俸給表で決定）、

昇給年１回、賞与年２回、社会保険・各種手

当・退職金・有給休暇あり

【１年契約職員：保育士（新卒者・保育業務経

験者）】

定４人程度

内保育業務全般、クラス担任補助

●必要資格＝保育士資格・幼稚園教諭免許

●雇用期間＝令和２年４月１日～令和３年３月

31日※正職員雇用希望者は応相談

●勤務時間＝午前８時30分～午後５時30分（早

出・遅出・土曜勤務あり）※１日７時間以上

で応相談

●給与など＝新卒者158,300円（＋処遇改善

10,000円）、経験者はその年数により当法人

の俸給表で決定、昇給年１回、賞与年２回、

社会保険・各種手当・退職金・有給休暇あり

〈共通〉

●選考方法＝１次試験：書類選考、２次試験：

面接選考

〆６月21日㈮

申・問履歴書を郵送または持参で、〒949-

8521十日町市大黒沢1789-2 社会福祉法人

森の保育園へ（担当：園長宮沢☎758-3782）

新水沢保育園（仮称）
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24市報とおかまち　令和元年６月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年６月10日号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

●
中
里
庁
舎
︵
中
里
支
所
︶
＝
７

月
30
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

他
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

は
、
体
重
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満

の
初
回
献
血
者
と
、
年
齢
上
４

０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
が
で

き
な
い
人
に
限
り
ま
す

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
︼

日
／
内
７
月
４
日
㈭
／
座
学
、
５

日
㈮
／
座
学
・
実
技
・
学
科
テ

ス
ト

会
消
防
本
部
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

対
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人

￥
３
５
０
０
円

定
先
着
80
人

持
筆
記
用
具

〆
６
月
30
日
㈰

申
・
問
申
込
書
（
問
合
わ
せ
先

に
配
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.to

k
a
m

a
ch

i-

k
o
u
ik

i.jp
/

か
ら
も
取
得
可
）

に
写
真
１
枚
を
添
え
て
、
消
防

本
部
予
防
課
（
☎
７
５
７
―
１

５
５
７
）
ま
た
は
各
分
署

︻
応
急
手
当
講
習
会
　
救
命
入
門

コ
�
ス
︼

日
７
月
９
日
㈫
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

会
消
防
本
部

定
30
人

内
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い

申
・
問
消
防
本
部
警
防
課
救
急
室

（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

赤
十
字
救
急
員
養
成
講
習
会

日
7
月
13
日
㈯
〜
15
日
㈪
・
㈷
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
分
じ
ろ

う
」

対
満
15
歳
以
上
で
3
日
間
の
全
日

程
を
受
講
で
き
る
人

￥
３
２
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

料
定
先
着
20
人

内
急
病
の
手
当
、
け
が
の
手
当

（
止
血
法
・
包
帯
法
・
固
定
法
）、

搬
送
、
救
護
な
ど

●
資
格
有
効
期
限
＝
5
年
間
※
救

急
員
認
定
証
交
付
は
学
科
・
実

技
と
も
80
点
以
上
の
人

〆
7
月
3
日
㈬

申
・
問
日
本
赤
十
字
社
十
日
町
市

地
区（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
・

☎
７
５
０
―
５
０
１
０
）

双
子
ち
ゃ
ん
の
親
子
の
集
い

　
双
子
や
三
つ
子
（
多
胎
児
）
の

育
児
に
つ
い
て
、
一
緒
に
話
し
ま

せ
ん
か
。
保
健
師
に
よ
る
相
談
対

応
も
あ
り
、
妊
婦
さ
ん
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
６
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
※
午
前
９
時
50
分
ま
で
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い

持
い
つ
も
の
お
出
か
け
セ
ッ
ト
・

飲
み
物
な
ど

会
・
申
・
問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
く
る
る
（
☎
７
５
７
―
１
０

０
８
）
※
通
常
利
用
可

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
募
集
＆
講
習
会

　
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
保

護
者
と
、
子
育
て
を
支
援
し
た
い

市
民
が
登
録
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
育
て
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
支
援
に
は
、
保
育
施
設
・
学

校
・
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
送
迎
、

保
護
者
の
外
出
時
の
一
時
預
か
り

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
講
習
会
日
程
／
内

・
６
月
24
日
㈪
／
開
講
式
・
子
ど

も
の
事
故
と
応
急
手
当

・
７
月
１
日
㈪
／
身
体
の
発
育
と

発
達
・
保
育
の
心
と
子
ど
も
の

遊
び

・
７
月
５
日
㈮
／
小
児
看
護
の
基

礎
知
識
・
子
ど
も
の
栄
養
と
食

生
活
・
セ
ン
タ
ー
の
概
要
説
明
・

閉
講
式

会
市
役
所
本
庁
車
庫
棟
大
会
議
室

申
・
問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
く
る
る
内
・
☎
７
５
７
―
１

０
０
８
）

参
加
者
募
集　

２
０
１
９
春　

あ
て
ま
の
森

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
6
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
（
受

付
午
前
9
時
〜
）
※
雨
天
決
行

会
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

￥
2
千
円
、
中
学
生
以
下
１
５
０

０
円
※
入
浴
・
食
事
付
き

定
40
人

内
ネ
イ
チ
ャ
ー
＋
ピ
ッ
コ
ロ
コ
ー

ス
（
初
心
者
向
け
）

：

約
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
健
康
健
脚
長
距

離
コ
ー
ス

：

約
７
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
持
運
動
の
で
き
る
服
装
、着
替
え
、

タ
オ
ル
、飲
み
物
、ポ
ー
ル
（
１

組
３
０
０
円
で
レ
ン
タ
ル
可
）、

雨
具

〆
6
月
17
日
㈪

問
吉
田
ク
ロ
カ
ン
ハ
ウ
ス
（
☎
７

５
２
―
３
１
０
３
）

清
津
山
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
小
松
原
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
︼

日
6
月
23
日
㈰
午
前
6
時
30
分
〜

●
集
合
＝
旧
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー

￥
１
５
０
０
円
（
子
ど
も
無
料
）

持
豚
汁
用
の
お
わ
ん
・
箸

〆
6
月
18
日
㈫

︻
募
集
登
山
　
雲く
も
と
り
や
ま

取
山
︼

日
7
月
14
日
㈰
・
15
日
㈪
・
㈷

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

︿
共
通
﹀

申
・
問
桐
生
（
☎
０
９
０
―
２
６

２
４
―
２
７
２
３
）

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
水
泳
講
習
会
︼

　
水
慣
れ
や
顔
つ
け
、
バ
タ
足
な

ど
を
中
心
に
練
習
し
ま
す
。

日
７
月
２
日
㈫
〜
27
日
㈯
の
間
で

４
日
間
選
択

●
時
間
＝
㈫
・
㈮
午
後
3
時
20
分

４
１
０
）

国
家
公
務
員

税
務
職
員
募
集（
高
卒
程
度
）

　「
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と

し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
受
験
資
格

・
平
成
31
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
（
中
等
教
育
学
校
）
卒
業

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

人
、
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
ま

で
に
高
校
（
中
等
教
育
学
校
）

卒
業
見
込
み
の
人

・
人
事
院
が
右
記
に
掲
げ
る
資
格

に
準
ず
る
と
認
め
る
人

●
申
込
期
間
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

：

６
月
17
日
㈪
午
前
９
時
〜

６
月
26
日
㈬
（h

ttp
://w

w
w

.

jin
ji-s

h
ik

e
n

.g
o
.jp

/ju
k
e
n

.

h
tm

l

）

●
試
験
日
＝
１
次
試
験

：

９
月
１

日
㈰
、
２
次
試
験

：

合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

：

人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎
０

３
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１
）、

そ
の
ほ
か

：

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係
（
☎
０
４

８
―
６
０
０
―
３
１
１
１
）

第
６
回
縄
文
川
柳
大
会
作
品
募
集

●
題
＝
い
の
ち
※
1
人
3
句
ま
で

●
部
門
＝
一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア

他
９
月
14
日
㈯
午
後
1
時
30
分
か

ら
笹
山
縄
文
館
で
表
彰
式

〆
７
月
30
日
㈫
必
着

申
・
問
は
が
き
に
川
柳
・
氏
名
・

年
齢
・
住
所
・
郵
便
番
号
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
９
４

９
―
８
６
１
５
中
条
公
民
館
内

縄
文
川
柳
大
会
係
へ
（
☎
７
５

２
―
２
７
４
８
）

７
月
の
全
血
献
血

●
中
条
公
民
館
＝
７
月
７
日
㈰
午

前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
15

分
〜
３
時

●
吉
澤
織
物
㈱
昭
和
町
工
場
＝
７

月
19
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
45
分

●
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店
＝
７
月
19
日

㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
十
日
町
砂
利
㈱
＝
７
月
22
日
㈪

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
十
日
町
地
域
振
興
局
︵
総
合
庁

舎
︶
＝
７
月
22
日
㈪
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

参
加
者
募
集

フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス
体
験
会

　
パ
ワ
フ
ル
な
リ
ズ
ム
で
、
美
容

と
健
康
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
随
時
会
員
を
募
集
し

て
い
る
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
６
月
25
日
㈫
午
後
７
時
30
分
〜

８
時
30
分

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

持
運
動
が
で
き
る
服
装
・
飲
み
物
・

タ
オ
ル

〆
６
月
23
日
㈰

申
・
問
入
澤
（
☎
０
９
０
―
１
１

２
３
―
４
３
１
４
）、田
邊
（
☎

０
８
０
―
１
０
０
４
―
６
０
０

９
）

農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
の
受
け
手
の
募
集

　
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地

を
借
り
る
に
は
、
受
け
手
の
登
録

が
必
要
で
す
。
未
登
録
の
人
は
借

受
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
＝
６
月
28
日
㈮
ま
で

対
農
用
地
な
ど
を
原
則
５
年
以
上

借
り
受
け
て
、
農
業
生
産
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
※
募

集
結
果
は
公
表
さ
れ
ま
す

申
・
問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
２
０
）
ま
た
は

各
支
所
農
林
窓
口

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
受
講
生
募
集

︻
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
コ
�
ス
①
︼

日
６
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５

―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

入
校
生
・
受
講
生
募
集

︻
測
定
基
礎
コ
�
ス
︼

日
７
月
４
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

︻
第
二
種
電
気
工
事
士
実
技
試
験

対
策
実
践
コ
�
ス
︼

日
７
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

︻
事
務
系
デ
�
ア
ル
シ
ス
テ
ム
科
︼

日
７
月
17
日
㈬
〜
12
月
16
日
㈪
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
４
時

︿
共
通
﹀

問
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
魚
沼

市
・
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２

環境フェア（不用品代理販売会）
不用品募集

　６月23日㈰にキナーレで行われる環境フェアで、

不用品を代理で販売します。

●受付日時＝６月22日㈯午前９時30分～午後３時

会キナーレ回廊

￥手数料として売上金の30%

申不用品に希望価格（100円以上）を付けて会場へ

持参

●留意事項

・残品は返却しません

・衣類は新品か新品同様のものに限ります

・運搬が困難な大型のもの、重いものは不可です

・受付できないものもあります

問市消費者協会事務局（市消費生活センター内・☎

757-3740）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

26市報とおかまち　令和元年６月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年６月10日号27

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

〜
4
時
30
分
、
㈯
午
後
１
時
20

分
〜
２
時
30
分

対
３
歳
〜
５
歳
児

￥
５
７
０
０
円

︻
た
い
そ
う
講
習
会
︼

　
鉄
棒
の
逆
上
が
り
を
重
点
的

に
、
マ
ッ
ト
で
の
前
転
・
後
転
、

跳
び
箱
の
開
脚
と
び
の
習
得
を
目

指
し
ま
す
。

日
７
月
２
日
㈫
〜
27
日
㈯
の
間
で

４
日
間
選
択

●
時
間
＝
㈫
・
㈮
午
後
4
時
30
分

〜
５
時
30
分
、
㈯
午
後
１
時
20

分
〜
２
時
20
分

対
４
歳
〜
小
学
２
年
生

￥
５
７
０
０
円

︻
子
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
教
室
︼

　
速
く
走
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ム
習

得
や
、
持
久
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

日
７
月
６
日
㈯
〜
９
月
28
日
㈯
の

間
で
毎
週
㈯
午
前
７
時
30
分
〜

８
時
45
分
（
全
12
回
）

対
小
学
１
年
生
〜
４
年
生

￥
１
万
円

︿
共
通
﹀

他
各
講
習
会
の
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

会
・
申
・
問
十
日
町
体
力
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―

３
３
４
３
）

参
加
者
募
集

第
15
回
市
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

日
７
月
６
日
㈯
午
前
８
時
〜

会
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

￥
２
千
円
※
プ
レ
ー
代
・
軽
食
代

込
み

定
先
着
80
人

会
・
申
・
問
参
加
費
を
添
え
て
ナ

カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
☎
７

６
８
―
４
４
１
９
）
へ

参
加
者
募
集

第
26
回 
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
7
月
13
日
㈯

対
市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
人

￥
1
万
2
千
２
２
５
円
（
会
員
１

万
２
２
５
円
）
※
参
加
費
・
パ

ー
テ
ィ
ー
費
込
み

内
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

ー
・
ぺ
リ
ア
方
式

他
同
日
午
後
７
時
か
ら
ラ
ポ
ー
ト

十
日
町
で
表
彰
式
あ
り

〆
６
月
23
日
㈰
※
定
員
に
な
り
次

第
締
切

会
・
申
・
問
十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―
３
５
１

５
）

６
月
の
納
税
・
納
付

　
６
月
は
市
・
県
民
税
第
１
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び

介
護
保
険
料
第
３
期
の
納
付
月
で

す
。
期
限
（
７
月
１
日
）
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
（
☎
７
５
７
―
３
７
１

６
）・
市
民
生
活
課
（
☎
７
５

７
―
３
７
３
５
）・
医
療
介
護

課
（
☎
７
５
７
―
３
７
５
７
）

７
月
の
休
館
日

●
段
十
ろ
う
＝
８
日
㈪
・
22
日
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン

タ
�
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
22
日
㈪

●
博
物
館
＝
15
日
を
除
く
毎
週

㈪
・
16
日
㈫

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
・
ま
つ

だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ

�
︵
ま
つ
だ
い
農
舞
台
︶
＝
毎

週
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
24
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
�
ナ
︵
中
里
体

育
館
︶
＝
９
日
㈫

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

№ 品物区分 希望金額

１ 学習机（いす付） 無料

２ 学習机（いす・ライト・ワゴン付） 無料

３ 木製ベッド（収納引き出し付） 無料

４ ピアノ 無料

５
梅干用のかめ（３号２個、５号３個）
※バラ可

無料

６
漬物用プラおけ（大～極小）数点
※バラ可

無料

７ 漬物石（１㎏～８㎏）数点※バラ可 無料

８
チャイルドシート（日よけシェード
付）

7,000円

ゆずります・ゆずってください「ゆずります」

　市報４月10日号で募集した「ゆずります・ゆずってください」に以下８点の品物が集まりました。

申し込みは１人２点までです。複数の人から申し込みのあった品物は、事務局において抽選を行い

ます。結果は７月１日㈪以降に連絡します。

●留意事項

・全て取りに行ける人が対象です

・本庁舎、各支所、市ホームページで品

物の写真を見ることができます

●申込期間＝６月26日㈬までの平日

午前９時～午後４時

申・問市消費者協会（市消費生活セン

ター内・☎757-3740）

※ゆずり受けた商品に取扱説明書がないとき
は、インターネットなどで取得するか、専
門業者などで動作確認をするなどして、安
全を確かめてから使用してください。市消
費者協会と市は一切責任を負いません

●
ひ
だ
ま
り
プ
�
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
�
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫
・
８
日
㈪

〜
12
日
㈮

●
分
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

●
十
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
手
続
き

　
経
済
的
理
由
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
手
続
き

で
保
険
料
の
納
付
が
免
除（
全
額
・

一
部
）
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※
審
査
で
却
下
さ
れ
る
こ
と
あ
り

●
受
付
開
始
日
＝
７
月
１
日
㈪

●
受
付
の
対
象
期
間
＝
令
和
元
年

７
月
か
ら
令
和
２
年
６
月
ま
で

持
印
鑑
・
身
分
証
明
書
（
運
転
証

明
証
な
ど
）

問
六
日
町
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
（
☎
０
２
５
―
７
１
６
―
０

８
０
０
）、
市
民
生
活
課
国
保

年
金
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
４

８
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

の
予
定
納
税
（
第
１
期
分
）

前
年
分
の
所
得
税
・
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
、

計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15

万
円
以
上
で
あ
る
と
き
に
、
原

則
、
そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を
そ

れ
ぞ
れ
７
月
（
第
１
期
分
）
と
11

月
（
第
２
期
分
）
に
納
め
る
制
度

で
す
（
第
１
期
分
の
納
期
限
は
７

月
31
日
㈬
）。

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、

６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
令
和

元
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
通
知

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
廃
業
・

業
況
不
振
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

６
月
30
日
㈰
の
現
況
で
令
和
元
年

分
の
申
告
納
税
見
積
額
が
、
税
務

署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
予
定
納

税
基
準
額
よ
り
も
少
な
く
な
る
と

見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
７
月
16
日

㈫
ま
で
に
予
定
納
税
額
の
減
額
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
十
日
町
税
務
署
（
☎
７
５
２
―

３
１
８
１
）

農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど
の

販
路
開
拓
な
ど
を
支
援
し
ま
す

　
ク
ロ
ス
テ
ン
で
は
市
の
委
託
を

受
け
、
市
内
事
業
者
が
生
産
・
販

売
す
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど

特
産
品
の
販
路
拡
大
を
支
援
す
る

た
め
、
地
域
商
社
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
地
域

商
社
が
事
業
者
に
代
わ
っ
て
、
市

内
の
特
産
品
を
県
内
外
の
飲
食
店

や
小
売
店
へ
販
売
す
る
こ
と
で
、

販
路
拡
大
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

問
道
の
駅
ク
ロ
ス
テ
ン
・
岩
船
、

齋
木（
☎
７
５
７
―
２
３
２
３
）

6
月
30
日
ま
で

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
集
中
豪
雨
時
や
そ
の
後
に
、
近

く
の
山
が
崩
れ
る
な
ど
危
険
を
感

じ
た
ら
、
指
定
の
避
難
場
所
へ
速

や
か
に
避
難
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
は
、
市
役
所
な
ど
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
林
政
農
災
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
１
７
）
ま
た
は
新
潟

県
南
魚
沼
地
域
振
興
局
農
林
振

興
部
森
林
施
設
課
（
☎
０
２
５

―
７
７
２
―
８
２
７
４
）

農
地
利
用
状
況
調
査
と
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
農
地
の
利
用
状
況
を

確
認
す
る
た
め
、
農
地
に
立
ち
入

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
調

査
で
遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
る
所

有
者
に
は
、
今
後
の
農
地
利
用
の

意
向
を
確
認
し
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
７

６
３
―
２
５
１
５
）

野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

野
菜
く
ず
な
ど
の
残
さ
物
を
畑

に
捨
て
た
り
、
果
樹
を
収
穫
し
な

い
で
放
置
し
た
り
す
る
と
、
こ
れ

を
食
べ
に
き
た
ク
マ
な
ど
野
生
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
・
人
的
被

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
被
害
や
事
故
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
、対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
策
＝
残
さ
物
の
自
宅
処
理
、

コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の
適
切
利

用
、果
樹
の
適
切
な
収
穫
管
理
、

不
要
果
樹
の
伐
採
な
ど

問
農
林
課
林
政
農
災
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
１
７
）

経
営
所
得
安
定
対
策
の

申
請
手
続
き

　
希
望
者
は
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

内
飼
料
用
米
や
地
域
振
興
作
物
な

ど
を
生
産
販
売
し
た
と
き
に
支

払
う
交
付
金
の
申
請

〆
６
月
28
日
㈮

問
農
業
振
興
事
務
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
十
日
町
営
農
生
活
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
７
６
１
―
７
１
４

４
）

７月予定「参議院議員通常選挙」に
おける投票所の変更

問市選挙管理委員会（☎757-3191）

　下表のとおり、変更となります。対象区

域の有権者の人は、あらかじめご承知おき

ください。

投票区 新投票所 旧投票所

６
しんざこども園

※名称の変更
新座保育園

41 川西中学校
旧川西中学校

寄宿舎



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

28市報とおかまち　令和元年６月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和元年６月10日号29

●とおかまち応援寄附金＝南雲義

男（東京都清瀬市）、小川隆彦

（東京都世田谷区）、大城政人（沖

縄県那覇市）、片岡武（大阪府

茨木市）、後藤田雅之（奈良市）、

本山貴昭（埼玉県川口市）、中

口譲（大阪府交野市）、藤巻慎

一（東京都新宿区）

●情報館分＝柄澤宏行（中央町）、

西方幸男（川原町）、小島文（高

田町３西）、上村久恵（川治下

町１）、関口郁民（川原町）、須

藤雪子（仁田）、岡本美樹（昭

和町３）、若林秀子（学校町１）、

武田篤（大平）、山内景行（神

奈川県相模原市）、丸山栄子（水

沢１）、湯澤文規（本町東１）

※敬称略寄付ありがとう

〔情報館〕７月のテーマ図書 ※テーマは一部変更したり追加したりするときがあります
問情報館（☎750-5100）

一
般
向
け

しらべてみよう！「世界の美術家」、「不可思

議プランツ図鑑」など、調べものに役立つ

辞典や事典、楽しい図鑑などを紹介します。

情報館ティーンズ部「花歌は、うたう」、「図

解はじめて学ぶみんなの政治」など、中高

生の心をつかんだ人気の本を紹介します。

虫はっけん！「むしサッカーはらっぱカ

ップ」、「虫にんじゃ」など、虫が登場する

本を紹介します。

夏がきた！ 「うみまでいけるかな？」、

「ことりをすきになった山」など、自然を

感じられる本を紹介します。

児
童
向
け

〔情報館〕７月のテーマ図書

　
市
は
十
日
町
音
声
訳
サ
�
ク
ル
に

市
報
と
お
か
ま
ち
の
音
声
訳
化
を
委

託
し
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
�
詳
し
く
は
企
画
政
策
課

広
報
広
聴
係
︵
☎
７
５
７
︱
３
１
１

２
︶
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
�

※閲覧中に表示される広告について、市
　はその内容に一切の責任を負いません

QRコードからダウ
ンロードしてご利用
ください（無料）

アプリ で

を配信中市報とおかまち電子版

新
潟
県
産
材
の
家
づ
く
り

支
援
事
業

　
県
内
で
の
住
宅
建
築
（
新
築
・

増
築
・
改
築
・
修
繕
・
模
様
替
）

に
県
産
木
材
を
使
用
し
た
と
き
に

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、県
産
の
畳
・

瓦
使
用
、
し
っ
く
い
・
珪け
い
そ
う藻
土
塗

り
施
工
に
よ
る
加
算
も
あ
り
、
一

軒
当
た
り
３
万
円
か
ら
最
大
54
万

円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
住
宅
の
建
築
主

〆
令
和
２
年
２
月
28
日
㈮
※
先
着

順
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

募
集
終
了

申
・
問
南
魚
沼
地
域
振
興
局
農
林

振
興
部
林
業
振
興
課
（
☎
０
２

５
―
７
７
２
―
８
２
６
２
）

弁
護
士
に
よ
る
女
性
の

た
め
の
無
料
相
談
会

日
６
月
28
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

内
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
被
害
・
セ
ク
ハ
ラ
・

男
女
問
題
・
性
犯
罪
被
害
な
ど

●
電
話
相
談
︵
予
約
不
要
︶
＝
☎

０
５
７
０
―
０
４
５
５
３
３

●
面
接
相
談
︵
要
予
約
︶・
会
・

問
県
弁
護
士
会
（
新
潟
地
方
裁

判
所
構
内
・
☎
０
２
５
―
２
２

２
―
５
５
３
３
）

越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十
ろ
う
」

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
（h

ttp
s://w

w
w

.fa
ce

b
o
o
k
.

co
m

/d
a
n
ju

ro
.to

k
a
m

a
ch

i

）。

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
５

０
１
１
）

「
市
報
と
お
か
ま
ち
」合
冊
製
本

　
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

￥
９
０
０
円
※
税
・
送
料
別

〆
７
月
５
日
㈮

申
市
報
第
３
１
３
号
（
平
成
30
年

４
月
10
日
号
）
〜
第
３
２
４
号

（
平
成
31
年
３
月
10
日
号
）
を

用
意
し
て
、
㈱
滝
沢
印
刷
（
本

町
2
・
☎
７
５
７
―
２
１
９
１
）

へ
問
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
１
２
）

働
く
こ
と
に
悩
む
人
の

　

ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
相
談

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
働
く
こ
と

に
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
７
月
11
日
㈭
、
18
日
㈭
午
前
10

時
〜
正
午
※
開
催
日
以
外
に
も

随
時
相
談
に
応
じ
る
の
で
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

会
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁

隣
）

申
・
問
福
祉
課
福
祉
支
援
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
３
９
）

教
育
相
談

日
㈪
〜
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

会
・
問
教
育
セ
ン
タ
ー
（
丸
山
町
・

☎
７
５
２
―
７
５
６
５
）

女
性
相
談
専
用
電
話

日
㈪
〜
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休
・
年

末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

　（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）

すこやかランド

　10日は「ベビーマッサー

ジ♡」。
日10日㈬午前10時～11時30分
対生後４か月～１歳程度の乳

児とその親
会サンクロス十日町
￥500円（材料費）
問段十ろう（☎757-5011）

なかよしランド

　２日は「七夕」、16日は「お

誕生日会」、30日は「なかよ

しなべ」。
日／会２日㈫・９日㈫・16

日㈫／サンクロス十日町、

23日㈫／市総合体育館、30

日㈫／段十ろう

●時間＝午前10時～11時
対未就園児とその保護者
問段十ろう（☎757-5011）

いっしょにあそぼ

日４日㈭・18日㈭・25日㈭

午前10時～11時
対未就園児とその保護者
会・問水沢公民館

　（☎758-3101）

橘にこにこルーム

日５日㈮・19日㈮午前９時

30分～11時30分
会川西高齢者コミュニティセ

ンター
対未就園児とその家族
問子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

わらべっこ

「お茶会」

日17日㈬午前10時～正午
会本城院護国寺（本町１上）
対親子※親だけでも可
問服部（☎090-6968-3110）

ぼぼっこひろば 

　遊び場を提供しています。

日毎週月・水曜日午前10時

～午後３時
会川西福祉センターはあとふ

る川西
他飲食持ち込み可
問川西地域振興会

　（☎768-4951）

十日町おやこ劇場

「わくわく・キッズ」

日４日㈭・18日㈭午前10時

45分～
会段十ろう
￥１回無料※２回目から300

円
持飲み物・着替え
問丸山（☎090-2548-0507)

おはなしの会「ふきのとう」

「スペシャルおはなし会」

日20日㈯午前10時～11時
対乳幼児～小学３年生くらい
会千手中央コミュニティセン

ター１階会議室
問千手中央コミュニティセン

ター（☎768-2308）

おはなしひろば

「おはなし会」

日13日㈯午前10時～11時
対幼児～小学校３年生くらい
会・問中里公民館（中里庁舎

内☎763-2493）

読み聞かせの会「どんぐり」

日20日㈯午前10時30分～11

時30分
対幼児～小学校３年生くらい
会・問情報館（☎750-5100）

おはなし「たまてばこ」

日11日㈭午前10時～11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしぴよぴよ

日６日㈯・13日㈯・27日㈯

午前10時30分～11時
対乳幼児とその保護者
会・問情報館（☎750-5100）

おはなしたんぽぽ

日13日㈯午前10時30分～11

時
対幼児～小学校低学年
会・問情報館松代分室

　（☎597-2615）

のち ひびっ
ろこ ばのち ひびっ
ろこ ば

７
のののの月



30市報とおかまち　令和元年６月10日号市報とおかまち　令和元年６月10日号31

◆７月のそのほかの相談 教育相談・女性相談専用電話は28ページをご覧ください

とおかまち健康ダイヤル24
☎0120-108-221（市民専用）
※24時間・年中無休
※通話料・相談料無料

電話による健康相談

 行政相談

日／会12日㈮午前10時～正午／
本庁相談室、17日㈬午後１時
30分～３時30分／はあとふる
川西、18日㈭午前10時～正午
／中里庁舎

問市民生活課市民係（☎757-3116）

 法律相談

日４日㈭・11日㈭・18日㈭・25
日㈭午後１時30分～４時

会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約

 定例年金相談

日11日㈭・25日㈭午前10時～正
午、午後１時～３時

会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務所
（☎025-716-0802）※要予約

 消費生活相談

日㈪～㈮午前９時～午後４時（祝
日・振休・年末年始を除く）

対悪質商法・買い物・契約で困っ
ている人

他面接相談は要予約
申・問市消費生活センター
　　　（☎757-3740・Ｆ752-4635）

 多重債務相談

日24日㈬午後１時～４時※22日
㈪までに要予約

会本庁相談室
内借金トラブル
問市消費生活センター（☎757-3740）

 心配ごと相談

日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎750-5010）

 生活困窮者相談

日午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
会・問社会福祉協議会（☎752-7338）

 保健師による健康相談

日８日㈪午前９時30分～11時30分
会保健センター（市役所本庁隣）
申・問健康づくり推進課成人保健

係（☎757-9764）

 精神科医こころの健康相談

日３日㈬
会保健センター（市役所本庁隣）
〆１日㈪
申・問健康づくり推進課成人保健

係 （☎757-9764）

 臨床心理士こころの相談会

　人間関係や家庭問題などの悩み
を相談できます。
日29日㈪午後１時～３時
会保健センター（市役所本庁隣）
〆25日㈭
申・問健康づくり推進課成人保健

係 （☎757-9764）

 遺族の集いと健康相談

日２日㈫午後２時～３時30分
会松代病院
申・問十日町地域振興局健康福祉

部（保健所）（☎757-2402） 

 アルコール問題を抱える人の集い

日11日㈭午後２時～３時30分
会松之山支所
申・問十日町地域振興局健康福祉

部（保健所）（☎757-2402） 

 手話奉仕員窓口配置

日３日㈬・17日㈬午前11時～午
後３時

会・問福祉課（☎757-3782） 

 発達支援に関する相談

日㈪～㈮午前8時30分～午後5時15
分（祝日・振休・年末年始を除く）

対18歳まで
問発達支援センター（☎752-7270）

７月の休日救急医

至上越市

至柏崎市 
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川西中学校
 ●
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至
津
南
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至
小
千
谷
市

至
小
千
谷
市

●コンビニ

至魚沼市至南魚沼市

十日町駅
キナーレ●

十
日
町
●

警
察
署

十
日
町
●

警
察
署

十日町橋

妻有大橋
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トンネル

信濃川
栄橋

あかね園

上野

253
252

252253
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高原田水口沢

国保川西
診療所

（休日救急診療センター）
●

休日一次救急
診療センター

ご案内

●診察受付時間：午前８時30分～午後４時30分
　（午後の診察開始時間は直接センターに問い合わせてください）

NHKデータ放送でも確認できます

問医療介護課（☎757-9758）

・各種予防接種や予防診療、登園・登校許可証の記入はできませ
ん。平日にかかりつけ医や近くの病院へ問い合わせてください

・毎月第１～第４日曜日は、東京慈恵会医科大学の小児科医の診
療となります。それ以外の日は、市内外の開業医から協力いた
だいています

・津南病院では土曜日（第５除く）に内科と小児科の診療を行っ
ています

子どもをむし歯から守る
ブラッシング相談

日７月31日㈬午前９時30分～10時30分
会子育て支援センターきらりん
対未就学児とその保護者
持歯ブラシ・母子健康手帳・タオル
問中里支所市民課市民係　☎763-3121

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

７日㈰ 休日一次救急診療センター
（国保川西診療所内）

高原田（川西）768-2034
14日㈰

15日（月・祝）

21日㈰

28日㈰

※休日一次救急診療センターは、急な発熱など
で具合が悪くなったときに「応急手当」が受
けられるところです

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
（
４
歳
未
満
の
幼
児
）
募
集
中
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

子ども情報のひろば

大陽ちゃんは、３歳にして縄文文化が大好き。そ
の熱狂ぶりは、お外で遊んでいるときには土器のか
けらが出てこないか探したり、通っている幼稚園の
粘土遊びでは火焔型土器作りに挑戦したりするほど
です。来年開館する「新十日町市博物館」のオープ
ンを待ちわび、テープカットに参加したいと意気込
む大陽ちゃんです。
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７月の乳幼児相談

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

会・問子育て支援センター「くるる」　☎757-1008

〔健康相談〕

期　日 会場・受付時間

３日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分～11時30分

11日㈭ 松之山 子育て支援センター「にこにこ」
午前９時30分～10時30分

12日㈮ 中里 子育て支援センター「きらりん」
午前９時30分～10時30分

12日㈮ 松代 子育て支援センター「すくすく」
午前９時30分～11時30分

16日㈫ 保健センター（市役所本庁隣）
午前10時～11時15分

期　日 受付時間 内容

11日㈭ 午前10時～ 11時30分
身体測定・栄養相談
※身体測定のみ午後

３時₃₀分まで

23日㈫
午前10時～ 11時30分
午後は予約制（要事
前連絡）

育児相談
※身体測定は行いま

せん

〔育児相談ほか〕

７月の乳幼児健診
会保健センター（市役所本庁隣）
持母子健康手帳・問診票・フッ化物歯面塗布希望確
認票（１歳６か月児）・視聴覚アンケート（３歳
６か月児）・健やか親子21に基づくアンケート（４
か月児・１歳６か月児・３歳６か月児）着替え・
おむつなど

※３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

※２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

問健康づくり推進課母子保健係　☎757-9759

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診 24日㈬ 午後１時

　～１時30分
31年３月
生まれの乳児

10か月児
身体測定 25日㈭ 午前９時

　～９時30分
30年９月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診 17日㈬ 午後１時

　～１時30分
29年12月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定 17日㈬ 午前９時

　～９時30分
29年１月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診 16日㈫ 午後１時

　～１時30分
28年１月
生まれの幼児

離乳食教室

〔ステップアップコース〕
日７月16日㈫
対８～９か月児
●受付＝午前９時45分～10時
※直接会場へおいでください
会保健センター（市役所本庁隣）
持母子健康手帳・筆記用具
問健康づくり推進課母子保健係

　☎757-9759

☎0570-783-025

※24時間・年中無休

新潟県こころの相談ダイヤル

☎＃7119
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な病気やけがなどに関する相談

救急医療電話相談（概ね15歳以上）

☎＃8000
日毎日午後７時～翌朝午前８時
内急な発熱やけがなどに関する相談

小児救急医療電話相談（15歳未満）

 保健師による健康相談

◆７月の健康・福祉の相談

久
保
田
大ひ

ろ
あ
き陽

ち
ゃ
ん
︵
３
歳
︶

高
田
町
３
西

２人のお姉ちゃんと一緒に（中央が大陽ちゃん）
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❺

私
た
ち
の
花
壇
づ
く
り
は
５
年
前
か
ら
始

ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
・
種
ま
き
・
苗
づ
く
り
・

苗
植
え
・
手
入
れ
・
水
や
り
な
ど
を
、
集
落

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
花
の
苗

植
え
は
女
性
を
中
心
に
集
落
総
出
で
行
っ
て

い
て
、
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

去
年
は
３
千
本
、
今
年
は
４
千
本
の
花
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
の
秋
に
は
ジ
ャ

ン
ボ
・
カ
ボ
チ
ャ
の
展
示
を
試
み
ま
し
た
。

今
年
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
間
伐
材
を
使
っ
た

「
オ
ブ
ジ
ェ
」
作
り
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
花
壇
（
場
所
）
を
作
っ
て
お
く

と
、
環
境
美
化
へ
の
意
識
啓
発
に
つ
な
が
り

ま
す
。
実
際
に
、
花
壇
お
よ
び
周
辺
へ
の
ご

み
の
放
置
は
、
ず
い
ぶ
ん
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
花
壇
づ
く
り
は
、
集
落
の
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
、
環
境
美
化
に
も
つ
な

が
る
意
義
深
い
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小

さ
く
て
も
き
れ
い
な
花
々
は
集
落
を
超
え

て
、
花
壇
に
訪
れ
る
人
を
明
る
く
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

❶花壇活動に取り組む前のチェーン着脱場。こ

の場所を活用できないかと集落内で考え、５

年前に花壇にすることが決まりました

❷苗植え活動の様子

❸種から苗を育てています

❹休憩時間の１コマ。世間話に花を咲かせる、

集落のコミュニケーションの場です

❺2018年８月ころの花壇の様子。センニチコ

ウがきれいに咲きました

小さな花々が集落を明るくする

❶

❹❸

❷

小さなムラの大きなものがたり
No.

13

中在家集落

「花壇づくり」

樋口久男さんは雪解け前から自宅

前の雪を飛ばし、花の苗をつくり始

めます。中在家集落の花壇づくりは

冬の時期から始まります。今年はど

のように花を植えようかと考える

皆さんは、とても楽しそうです。　

花壇の見ごろは、『ナデシコ』『ペ

チュニア』が咲く６月末～７月上旬

ころと、『センニチコウ』『アスター』

が咲く８月上旬～中旬ころだそう

で、今からどんな花壇になるか、楽

しみです。　　　　　　　　　　　

地域おこし協力隊
水沢地区担当
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